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ご  挨  拶 

 

NPO 法人こども医療支援わらびの会 
 理事長  真栄田篤彦 

 

  謹啓、最近では経済のグローバリゼイションが進みアメリカでの金融不況による経済の

悪化があっという間に世界中に波及し経済の深刻化を招いています。日本もその影響に巻き

込まれて混沌とした不安定な状況がみられます。一日もはやい景気回復を願いたいものです。 
 さて、当わらびの会も平成１７年から４年目を迎えております。平成２０年３月２７日に

私たちが待望していたファミリーハウスも無事に竣工し、沖縄電力百添会から沖縄県に贈呈

されました。贈呈式の中で、當眞嗣吉会長から「これまでも県民に貢献できる事業として種々

の協力をしてきたが、県民に待ち望まれた今回のファミリーハウス施設建設に貢献できてこ

んなに喜ばしいことはありません」とのお話でした。竣工・贈呈式に招待を受けた私もこの

話を聞き、心から感謝の気持とうれしさで涙がこみ上げてきました。 
ファミリーハウス「がじゅまるの家」のネーミングは、かねてより公募していたわけですが、

沖縄電力の職員の応募の中にこの「がじゅまるの家」がありました。すばらしいネームも沖

縄電力からもらえたのも何かの縁だと感じました。 
 沖縄らしい、夏の暑さ、台風にも負けない、沖縄の土地にしっかりと根ざしたファミリー

ハウスになると期待が込められています。 
 次に、今年４月、（財）沖縄県保健医療福祉事業団が県から委託を受けて、「がじゅまるの

家」を平成２０年度の同事業団の主要事業として実施することが決定しております。同事業

団の従来の定款を変更してファミリーハウス事業を追加しております。このことは同事業団

が沖縄県民全体への医療福祉の分野における貢献事業として多大な評価を受けていくもの

と考えています。 
 ５月３０日には「がじゅまるの家」のオープニング式がありました。 
同財団の副理事長の山城俊尚様が「この事業は、離島など自宅から遠く離れて 
治療を受ける重い病気の子どもたちの家族の滞在施設として低料金で宿泊できるもので、家

族の経済的、精神的負担を軽減するもので、利便性もよく、安心して治療も受けられるので、

多くの家族が利用できるものと期待しています。」 
と主催者挨拶で述べております。この中で更に、私たちわらびの会への運営委託を紹介して

いただきました。 
 以上、私たちわらびの会が今日まで活動してきた結果、「わらびの会の事業目的」の１事

業（病院ボランティアに関する事業）に次いで２事業（遠隔地病児家族等の宿泊施設運営事

業）が今年６月１日でスタートできたことになります。 

 このことは私たち１６団体から構成する「わらびの会」が、今後更に県民の皆様がたへの

「こども医療支援」として貢献するために、２事業の運営を鋭意頑張って継続的に行ってい

くことが肝要です。 
 会員の皆様方のこれまで以上にご理解、ご協力を重ねてお願い申し上げます。  



　　　　　　　　　　　　　　平成２０年９月３０日現在

　　　　（特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会）

代　表　者　名 団　　　　体　　　　名

オヤカワ タケシ

1 親川　武司 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

ウエズ　ユキオ

2 上江洲　幸雄 （財）日本ダウン症協会沖縄県支部

マエシロ   モリノブ

3 真栄城　守信 沖縄県聴覚障害児を持つ親の会

ｼﾝｻﾞﾄ   ﾖｼﾋﾛ

4 新里　吉弘 沖縄県肢体不自由児者父母の会連合会

ニシオカ　シノブ

5 西岡　しのぶ 沖縄自閉症児者親の会

ウエジョウトシコ

6 上門　トシ子 （社）日本てんかん協会沖縄県支部「波の会」

シロマ   ヨネコ

7 城間　米子 沖縄県訪問教育親の会

アラガキ　カズエ

8 新垣　和江 沖縄ＬＤ児・者親の会「はばたき」

カタクラ マサンド

9 片倉　政人 （財）がんの子どもを守る会沖縄支部「のぞみ財団」

ウンテン セイイチ

10 運天　政一 沖縄県重症心身障害（児）者を守る会沖縄療育園父母の会

タカラ  ヨシヒロ

11 高良　吉広 沖縄小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」

スギモト リ エ

12 杉本　利枝 梅っこクラブ（排尿・排泄に問題を抱える子どもと親の会）

ヤ  ギ  マモル

13 八木　守 骨形成不全友の会

ミヤヒラ　オサム

14 宮平　修 人工呼吸器をつけた子の親の会（バクバクの会）

ミヤギ   ミユキ

15 宮城　美幸 視覚障害児をもつ親の会

キャン　ユウコ

喜屋武ゆう子　(通所部）

トウヤマ　イクノ

當山　郁乃　(入所部）

　　　　　NPO法人こども医療支援わらびの会構成団体

16 沖縄小児発達センター父母の会　



　　　　　NPO法人こども医療支援わらびの会　構成団体紹介

　　　　　　　　　　　　　　平成２０年８月３１日現在
団　　体　　名 連　　絡　　先 会員数

1 全国心臓病の子供を守る会 〒903-0804 沖縄県那覇市首里石嶺町4-373-1
沖縄県支部 沖縄総合福祉センター西棟323号

電話＆FAX 098-887-1410　（水・土　午後）
E-mail：mamorukai@ii-okinawa.ne.jp
http//www.mamorukai.org

2 日本ダウン症協会（JDS） 〒901-0514 沖縄県八重瀬町字安里63番地
沖縄県支部 支部長　上江洲 幸雄

電話＆FAX 098-996-0068
E-mail：yukio-4416@woody.ocn.ne.jp

3 沖縄県聴覚障害児 〒901-0501 沖縄県八重瀬町長毛82-4
を持つ親の会 会長　真栄城 守信

電話：098-998-9980
4 沖縄県肢体不自由児者 〒900-0023 沖縄県那覇市楚辺2-24-24
父母の会連合会 電話＆FAX 098-836-2352

E-mail:okishiren@vesta.ocn.ne.jp
事務局：　宮城稲子・吉浜のぞみ

5 (社)日本自閉症協会 〒903-0804　沖縄県那覇市首里石嶺町4-373-1
沖縄県支部 沖縄総合福祉センター内小規模団体室
沖縄自閉症児者親の会 電話 098-995-7860(事務局　仲田)
「まいわーるど」 E-mail：autism.okinawa@tea.ocn.ne.jp

http://www1.ocn.ne.jp/~autism/
6 日本てんかん協会 〒904-2236 沖縄県うるま市喜仲3丁目9-18
沖縄県支部 代表　上門　トシ子
｢波の会｣ 電話：098-974-4070

7 沖縄県訪問教育親の会 〒901-2121 沖縄県浦添市内間5-8-22
会長　城間 米子
電話：098-877-7100

8 沖縄LD児・者親の会 代表　新垣　和江
「はばたき」 電話：090-1946-0635

E-mail：ld_okinawa@yahoo.co.jp
9 (財)がんの子供を守る会 沖縄支部　片倉 政人
「のぞみ財団」 電話：098-936-3583

E-mail：katakura@bb.cosmos.ne.jp
http://www.ccaj-found.or.jp/

10 沖縄県重症心身障害児(者) 〒901-2122 沖縄県浦添市勢理客2-25-2
を守る会 会長　運天 政一

電話：098-877-4100
〒901-0203 沖縄県豊見城市長堂49
事務局長　新里 健
電話：098-856-6418

11 てぃんさぐの会 〒900-0003 沖縄県那覇市安謝215-1
(沖縄小児在宅医療基金) 安謝小児クリニック内

電話：098-869-0600
会長　高良 吉広　事務局長　宮城雅也
http://w1.nirai.ne.jp/tynsag/

12 梅っこクラブ 電話：098-887-1420(わらびの会事務局)
(排尿・排便に問題を抱える 代表　杉本 利枝
子どもと親の会) 電話：098-859-4106

携帯：090-3795-2411
13 骨形成不全友の会 電話：098-933-8747

代表：八木　守
14 人工呼吸器をつけた子の親の会 代表：宮平　修

（バクバクの会）　沖縄支部 電話：098-858-0398
15 視覚障害児を持つ親の会 代表：宮城　美幸

電話：090-9786-9404
16 沖縄小児発達センター 〒904-2173 沖縄県沖縄市比屋根629

父母の会 沖縄小児発達センター
電話：098-932-6077
通所部　会長　喜屋武 ゆう子

約103名

約130家族

約70家族

180名

約100名

約20家族

利用者数
29名

133名

60名

  42家族

 約130名



「がじゅまるの家」落成式と開所式 
 

○平成 20 年 3 月 27 日（木）落成式 

ファミリーハウス「がじゅまるの家」が完成し、 
沖縄電力グループ百添会が沖縄県に寄贈しました。  
落成式には、百添会、県、県保健医療福祉事業団、

わらびの会など関係者が参加し完成を喜びました。 
わらびの会からは、真栄田篤彦理事長、儀間小夜

子事務局長の２名が参加しました。 
 (写真：関係者たちによるテープカット) 

○平成 20 年 5 月 30 日（金）開所式 

(財)沖縄県保健医療福祉事業団主催により、ファミリーハウス「がじゅまるの家」

の開所式が行われました。当日は、あいにくの雨でしたが、多くの関係者の列席のも

と、待望のハウス開所を祝いました。 
わらびの会の真栄田篤彦理事長は、挨拶の中で「この雨は、ファミリーハウスのオ

ープンを待ち望んでいた方々の喜びの涙です」と、ハウス開所の感激を言葉にしまし

た。今まで、病気のお子さんをかかえたご家族の苦しみや経済的負担が、ハウスの実

現により軽減されることは、大変喜ばしいことです。 
運営を受託したわらびの会では、利用者の方々が我が家同様に安らげる、アットホ

ームなハウス作りを目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(写真：左より 県保健医療福祉事業団副理事長 山城俊尚氏、県福祉保健部長  

伊波輝美氏、県保健医療福祉事業団事務局長 仲里正己氏）  

 

 



ファミリーハウスによせて 

 

  沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 

小児科医  百名伸之 

 

 病児の付き添いで疲れきった親御さん。折り畳みベッドや収納ボックスで寝泊まりし、

売店の弁当、インスタントで食事を済ませ、人目と時間を気にしながら入る病棟でのお風

呂。季節も感じぬままに時間が重く過ぎて行く。中には体調を崩される方もいらした。私

は琉大病院、医療センターでそのよう方々と沢山接してきました。そして、本土に転院さ

れた親御さんからファミリーハウスのことをお聞きし、沖縄にもあればと何度思ったこと

でしょう。 

 今年六月にオープンしたがじゅまるの家。心から待ち望んでいたものでした。現在、こ

ども医療センターの患者さんで離島、遠隔地の方が中心に利用されています。いろいろな

利用の仕方があり、ニーズに合わせて運用されていることは大変ありがたいことです。 

 まず、宿泊です。特に離島のかたで長期入院される場合はとても有用です。家具、寝具、

キッチン用品は一通り揃っているので、急に泊まっても大丈夫。普段は病室で付き添って

いても、すぐ隣にいつでも帰れる場所があるということは精神的ゆとりに繋がります。調

子がよくて外泊できるときは、家族水入らずでお泊まりです。手作りの料理と添い寝はこ

どもにとって何よりの薬です。 

 それから、遠隔地の方の一時休憩所という利用もできます。ご家族の面会も頻繁になる

と、行き帰りだけで疲労困憊。また、こども自体も外出なら大丈夫というとき。そんなと

き、ハウスで我が家のように過ごし、食事をともにすれば、宿泊しなくとも癒し効果は抜

群です。キッチンだけを借りて手料理を病棟へ持参、という技も使えます。 

 このように、医療者としてもファミリーハウスの存在はほんとに有り難く、頼もしい限

りです。今のところ期待通りと感じています。運営を引き受けていらっしゃる方々も、患

者、病院の都合を最大限に配慮して下さり、感謝の気持ちでいっぱいです。 

 さて、今後の課題ですが、ハウス自体にはそれ程ありません。ただ、周りのアメニティ

ーに難があるようです。病院は目の前だけど、歩いていける範囲でスーパー、銀行、郵便

局などがありません。離島の方は当然自家用車はなく、公共交通機関も十分整備されてい

るとは言えません。こればかりはハウスの力では如何ともし難いと思います。一つの案で

すが、ハウス専用の車を一台常備できないでしょうか。予約制にしておいて全員が使える

ようにしておけば良いと思います。自転車も良いかもしれません。ぜひご検討下さい。 

 病気の子を抱えるご家族皆が、入院、通院を問わず少しでも精神的、肉体的負担を軽減

されつつ看病できればと思います。ハウスの設備が二十四時間利用され、癒しのコミュニ

ティーとして発展することを祈っています。 



「がじゅまるの家」の標札を書いて 

 
NPO 法人こども医療支援 わらびの会 

                   理事 玉城よし子 

 
ファミリーハウスが完成へ向けて目に見えてきたこの春、ハウスの名称もや

っと「がじゅまるの家」と決まった。 
私は、その標札を心からの喜びと、感謝をもって書かせていただいた。 
筆墨には慣れ親しんできた関係で、これまで知人が編集する小学校の記念誌、

勤めていた職場の機関誌の題字や石碑の刻字など依頼により書いてはいたが、

今回は違っていた。是非とも自分の手で書きたいという思いがあった。それは

何よりも、「こども病院」設立運動から始まって、この滞在施設・ファミリーハ

ウス開設に至るまで、みんなと一緒に活動し、これからも関わり続けようと考

えている一人であってみれば、の事である。 
そんな折り、「わらびの会」事務局長の儀間さんから、縦、横２枚の看板を書

かないかとの話があった。「私の字で良ければ喜んで！」と、即、お答えした。

１０室ある部屋名も書かせてもらうことになった。クイナ、ゆうな、など沖縄

の動植物の名である。 
１０年以上も前、「こども病院」設立運動が始められた当時は、財政的にも、

また、症例数から考えても「こども病院」の設置は難しいのではという意見が

あった。 
しかし、私たちは、２０万に近い県民の署名に後押しされて、たびたび県議

会への陳情、請願、県知事や県福祉保健部等への要請と、また、本県出身の国

会議員を介して、時の厚生大臣小泉純一郎や沖縄開発庁長官へも離島県沖縄の

現状を直訴した。 
重度の心臓病児を持つ親等が県外で手術を受け、滞在施設にお世話になった

あの苦難の思いから端を発し、障害児・者１６団体の「こども病院」設立運動

でもあったが、実に多くの方々が関わり、支えた運動となった。 
２００６年４月「沖縄県立南部医療センター・こども医療センター」が開院

した。そして、２００８年６月には遠方・離島からの病児家族の滞在施設・フ

ァミリーハウス（がじゅまるの家）も開設した。関係者の喜びは一入である。 
「がじゅまるの家」は、始動して３ヶ月が過ぎ、この間、予想を超える出来

事が頻発しており、毎日が試行錯誤の連続である。 
その中で働くスタッフとボランティアは、かつて、お世話になった福岡や、

東京、大阪の滞在施設に倣いつつも、沖縄県ならではの「イチャリバ、チョウ



デー」の気持をもって、「がじゅまるの家」を利用する病児家族が安心し、ゆと

りをもって、こどもの回復を願い滞在出来る場所、心癒される場所となるよう

に励んでいる。 
この「がじゅまるの家」が、こどもたちの健康と幸せを祈って、多くの人々

が関わり、考え、発展することを願っている。内容が充実する事で、私の拙い

字の標札もかがやいてくることであろう。                 

                              
 

（写真：玉城よし子さん書による標札） 



ファミリーハウスの研修を終えて 

 

ファミリーハウス「がじゅまるの家」 

ハウスマネージャー 森江奈美子 

 

前職の県立こども医療センター・ソーシャルワーカー（小児科担当 MSW）として勤

務していたころに県外の「ファミリーハウス」という施設の存在を知りました。MSW

として家族にかかわっていく中で遠方から病児の療養のため付き添う親御さんたち

にとって経済面の軽減はもちろん精神的な面でも支援していくことの大切さを感じ、

それができる「ファミリーハウス」が離島の多い沖縄には必要であると感じていまし

た。 

 県立こども医療センターとの雇用契約が満了間近な折、ファミリーハウスのスタッ

フを募集していることを知り、応募しました。それまでソーシャルワーカーとして病

児と関わってきた経験をハウスのスタッフとして、活かすことができればと思ったか

らでした。採用の連絡を受けた時はとても嬉しく、病児とその家族のためにできるこ

とを一生懸命やっていこうと思いました。 

 東京でのハウスマネージャー研修には病院の退職準備と並行しながら3泊4日の過

密スケジュールで行ってきました。私のファミリーハウスに関する知識は不十分な上

に、東京の土地・電車の乗り方など戸惑うことばかりで、期待よりも不安が多く初日

はとても緊張していたのは言うまでもありません。  

研修内容は NPO ファミリーハウスが運営しているハウス見学、実習と事務局でのレ

クチャーでした。事務局研修では日本にファミリーハウスができた経緯や利用者への

対応、スタッフ間のコミュニケーションの方法などを細かく教えて頂きました。 

３つの施設を見学し（アフラックペアレンツハウス浅草橋、お魚の家、アフラック

ペアレンツハウス亀戸）、ハウスマネージャーに同行して業務の実習をさせてい頂き

ました。利用者へのオリエンテーション方法や言葉の使い方、ハウス内の安全・衛生

管理に関することを教えて頂き、利用者と直接関わって運営を進めていくことを学び

ました。ボランティアの受け入れや活動の進め方についてもレクチャー頂きました。 

4日間の研修で多岐にわたるハウスマネージャー業務を各スタッフから丁寧にご指

導頂いたことにとても感謝しています。ハウスの運営はハウススタッフだけではなく

多種多様なボランティアさん、ハウスに物品を寄付している方、実際にハウスを利用

する方たちの協力も含め、たくさんの人がハウスに関わり、みんなで病児やその家族

を支援しているということを、研修を通して学び、感動しました。 

研修を終えたばかりの私は、沖縄で初めてのファミリーハウス 「がじゅまるの家」

の業務を思うと「私にできるだろうか？」と、不安が増したのがこのときの正直な感

想でしたが、沖縄にも病児家族を支援していくハウスが必要だと改めて実感するいい

機会となりました。 

東京での研修を活かし、沖縄のハウスもほかのファミリーハウスのようにスタッフ、

ボランティアや利用者みんなでよりよいハウス作りができるよう精進していきたい

と思います。 



（アフラックペアレンツハウス外観） 

（エプロンを着用し、APH 受付にて） 

ハウスマネージャー研修を受けて 
 

NPO 法人こども医療支援わらびの会 

事務局 須田智子 

 

待望のファミリーハウス「がじゅまるの家」完成間近の平成 20 年 3 月下旬、わらびの会

事務局として、「がじゅまるの家」のハウスマネージャーに新規採用になった森江奈美子さ

んと一緒に、3泊 4日のハウスマネージャー研修を東京で受ける機会をいただきました。 

今回、ハウスマネージャー研修を引き受けてくださったのは東京にある NPO ファミリーハウ

スです。8 つの滞在施設を運営管理され、実績もノウハウもある団体です。事前にいただい

た研修プログラムは、到着した日から帰る日までの 4日間、びっしりとスケジュールが組み

込まれたかなりハードな内容でした。プログラムを手にした私たちは、わらびの会の代表と

して研修を受け、自分たちが学んだことを沖縄で、もうすぐオープンさせる「がじゅまるの

家」の運営に活かさなくてはならないという責任を強く感じ、沖縄を出発しました。 

東京に到着し、初めて訪れたハウスは、浅草橋にあるア

フラックペアレンツハウス（APH）でした。受付で私たちを

優しい笑顔で出迎えてくれたのは、APH のハウスマネージ

ャーです。その笑顔と丁寧な物腰に、沖縄からの旅の疲れ

も癒され、緊張も一気に緩みました。実際に病児の付き添

いのためにハウスを利用する方たちは、もっと大きな不安

と緊張に包まれたままハウスへ到着するのですから、その

笑顔と歓迎の言葉にどれほど安堵されることでしょうか。

優しい笑顔、温かい言葉の大切さを最初に教わりました。 

私たちは、３つのハウスを見学し、シフトで勤務す

るマネージャーたちに日替わりで、色々と教えていた

だきました。ハウスマネージャーの仕事は多岐にわた

り、受付業務をはじめ、各部屋の清掃、安全管理、リ

ネンの整頓・準備、消耗品チェック、業務報告などの

ほか、利用者への心遣い、ねぎらいなどマニュアル化

できない役割がたくさんありました。マニュアル化で

きない部分をそれぞれのハウスマネージャーがその場

の状況に応じてどう判断するかは、難しいところです。 

東京の NPO ファミリーハウスでは、スタッフ全員が情報

を共有し、みんなが同じ意識をもち、「人としてどう接するか？」に重点をおいているため、

判断に迷うことがあっても、相手の立場に立ち、思いやりと優しさを優先することにより、



どうすることが一番望ましいのかを判断し対応していました。 

「人としてどう接するか？」という意識は、私たちへの研修にもあらわれていました。沖

縄にもファミリーハウスができることを自分たちのことのように喜び、それまで培ってきた

ノウハウを短期間に１つも漏らすことなく伝えたい！という熱い思いから、マネージャーた

ちは勤務時間外にもかかわらず、長時間にわたり私たちを指導してくださったのです。 

実際に研修を受け、ハウスマネージャーは思っていた以上に大変な仕事でしたが、東京の

スタッフはみんながイキイキと楽しそうにがんばっていました。それはハウスに係わるすべ

ての人（スタッフ、ボランティア、利用者、支援

者）たちと、家族のような関係を築いてみんなで

ハウスを『第二の我が家』として育てているから

にほかなりません。 

東京での研修は、大変意義のあるものでした。

それは事務局として、業務のノウハウを具体的に

教えていただくことができたことと、人への思い

やり、優しさを肌で感じることのできた熱い 4 日

間だったからです。 

沖縄で初のファミリーハウス「がじゅまるの家」は、その名のとおり、ガジュマルの木の

ように大地に根を張り、多くの人たちに安らぎをもたらすハウスになるよう、みんなで育て

ていきたいと強く思いました。 

 

 

 

（ハウススタッフの皆さんと） 



日 時 ： 平成２０年３月２２日(土）～３月２５日（火）　４日間

研修先：　NPOファミリーハウス(東京都）

参加者：　２名　森江奈美子（がじゅまるの家　ﾊｳｽﾏﾈｰｼﾞｬｰ）、須田智子（わらびの会事務局）

日にち 曜日 時間帯 研修内容 場所

午前 ・東京到着

・施設見学 APH浅草橋

・ハウス運営業務についてのレクチャー

　　NPOファミリーハウスの軌跡

　　ハウス受付業務

　　帳票類の説明

　　ボランティアの受入・登録方法

　　イベントに関する報告書閲覧

　　支援者へのフィードバック方法

・施設見学

・おさかなの家オーナーとの談話

・ボランティア活動の説明と活動記録の閲覧

・ハウス利用者との交流

・ハウスマネージャーに関するレクチャー

・日勤と夜勤業務の引継ぎ

・ハウス理念について

・施設見学

・安全衛生に関して

・ハウスマネージャー実習（エプロン・名札着用）

　共有スペース、消耗品等在庫チェック

・ハウスマネージャー実習（エプロン・名札着用）

　チェックアウト後のリネン片付け

・ボランティアによるハウスキーピングの見学

・ボランティアとの談話

午後
・がんの子供を守る会ソーシャルワーカーによる
　レクチャー

がんのこどもを守る会事務所

夕方
・APHハウスマネージャー、事務局スタッフ、
　ボランンティアとの会食

夜間 ・夜勤実習

早朝 ・早朝業務実習

・夜勤、日勤業務引継ぎ見学

・ボランティアに関するレクチャー

午後 ・帰路

APH亀戸

午前

NPOファミリーハウス事務局

おさかなの家

APH亀戸

午後

午前

午後

午前

ハウスマネージャー研修プログラム

(月）3月24日

3月25日 (火）

3月22日 (土）

3月23日 (日）



ファミリーハウス「がじゅまるの家」ができるまで 
 

NPO 法人こども医療支援わらびの会 

事務局長 儀間小夜子 

 

 待望のファミリーハウス「がじゅまるの家」が今年２００８年６月１日、県立南部医療センター・こ

ども医療センターのすぐ近くにオープンしました。 

 このハウスは、沖縄電力グループ百添会が建物を沖縄県へ寄贈し、運営主体である（財）沖

縄県保健医療福祉事業団から当わらびの会が運営を受託して開所されました。 

《ハウス建設要請から決定まで》 

 １９９６年、沖縄県に「こども病院」建設をと病児や障がい児を抱えた親の会１５団体（後のわら

びの会）が運動を始めたのと並行してハウス建設の必要性について検討を始めました。２００１

年、病院の建設が決まり、２００３年には「離島・遠隔地からの患者家族のための宿泊施設を設

置して頂きたい」と県議会へ陳情書を提出、さらに県知事、県病院管理局へも要請を行い続

けました。県は、運営主体を整えると用地の支援が行いやすいとの事で、２００４年、当会は宿

泊施設の運営主体（建設）を沖縄県小児保健協会に要請し、土地の無償提供が約束されまし

た。同保健協会は理事会で小児保健会館に併設してハウスを建設する方向で検討することが

決定されました。２００４年２月には、小児保健協会と当会からも参加して県外のファミリーハウ

スの視察を行い、更にファミリーハウスに関するアンケート調査も実施され、その報告書は県福

祉保健部長に提出、後日マスコミにも公開されました。調査では、小児科の入院施設を有する

１５医療機関と離島や県外からの病児を抱える保護者から回答が得られ、安い料金の宿泊施

設の要望が高いこと、また、必要な部屋数は１２室等の試算がされました。２００５年、当会はフ

ァミリーハウス運営のための運用計画（案）を県と小児保健協会に提出し、運営費の支援を財

団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティズ・ジャパン・フジタ財団（マクドナルド財団）へ

依頼しました。マクドナルド財団はハウス運営費の助成に前向きでありましたが、しかし、小児

保健協会は県の土地等価交換困難等の理由によりファミリーハウスの建設を断念しました。そ

んな中、沖縄電力グループ百添会が１０周年記念事業の一環としてファミリーハウスの建設協

力について、当会の真栄田会長（現理事長）に打診がありハウス資料を提出、県に対して土地

の提供を再度要請しました。 

 ２００６年４月、県は「ファミリーハウスはこども医療センターの病院機能の一体として稼働する

もので重要な施設であるので県としても尽力する」と説明。運営費については、マクドナルド財

団の助成を断り、（財）沖縄県保健医療福祉事業団に委託要請することになりました。同年８月

７日に沖縄電力より稲嶺県知事へファミリーハウス建設寄贈目録が贈呈され、ハウスの建設が



決定されました。 

《ハウス建設着工》 

 当会では、ハウス建設に向けて施設設備や運営内容について資料・情報収集のため、滞在

施設推進モデル検討委員会（東京）参加や県外のファミリーハウス見学を行い、独自に当会

理事の當山幸光さん（建築設計士）を中心に検討を重ね基本設計（和室６室・洋室４室・共有

スペース・管理部門等）を作成しました。そして沖縄電力のファミリーハウス基本設計に当会作

成の基本設計を反映させて頂きました。さらに県外でのハウス体験者との懇談会を開催しハウ

スへの意見、要望等を基本設計へ加えて頂き、２００７年８月１７日、ハウス新築工事地鎮祭が

執り行われ建設へと着工しました。 

《ハウス工事の進捗と運営受託まで》 

 工事が着工されると日に日に現場の様相が変わり建物が完成へと近づく一方、運営等ソフト

面での検討が遅れがちとなりました。当会運営委員会では、建物の内装、設備、運営内容等

に関して、あらゆる機会をとらえ話し合い、更にハウスワーキンググループによる会議を度々開

催して運営等に関する独自の方針案を作成しました。そして県、沖縄電力、事業団、当会の４

者打ち合わせ会において、受託運営に関する詳細の検討を行った結果、当会は運営主体で

ある事業団よりハウス運営を受託することになり、２００８年４月１日付けファミリーハウス「がじゅ

まるの家」の管理運営に関する契約が事業団理事長仲井真弘多（沖縄県知事）とわらびの会

理事長真栄田篤彦とで交わされました。 

《ハウスオープンへ向けて》 

 契約に先立って２００８年２月には、ハウスの名称の募集を行い、沖縄の樹木「がじゅまるの

家」と決定。個室１０室にも沖縄の動植物の名前を付け、標札と各部屋名を当会理事の玉城よ

し子さんに毛筆で書いて頂きました。３月にはハウスマネージャの募集を行い常勤１人決定、４

日間の研修を東京ファミリーハウスに依頼し当会事務局職員と共に研修を実施して頂きました。

３月２７日、ハウスの落成式が行われ沖縄電力から県へ建物が贈呈されました。４月にはスタッ

フ採用（常勤１人、非常勤８人）、５月にハウスでの試泊を行い、オープンに向け諸準備を整え

ました。５月３０日、運営主体である事業団による開所式が執り行われ、６月１日「がじゅまるの

家」としてオープンしました。オープンと同時に東京、大阪、名護市の３家族が利用し、その後

宮古、八重山、鹿児島からの利用も続いています。 

 実に運動から１０年目にこども医療センターが開院、その後２年を経てファミリーハウスが開

所しました。沢山の人の協力と支援により長年の夢が実現し、感慨一入です。心から感謝申し

上げます。「がじゅまるの家」が離島や遠方から治療・入院する病児とその家族が心身ともに安

らぐことができる、安心・安全・安価でホスピタリティーな滞在施設となることを目指して、皆で頑

張りたいと思います。今後とも皆様の温かいご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。 



 

ファミリーハウス「がじゅまるの家」あゆみ 

（2002.4〜2008.８） 

平成１４年（2002） 

 ４月３０日 「母子総合医療センター（仮称）の整備について」の報告書を沖縄県周産期保健医療 

        協議会より比嘉茂政副知事へ提出。要望事項として「患者家族のための宿泊施設や 

        職員・研修者のための宿泊施設などが必要であり、これらのための空間を確保する 

        ことが望ましい」と記される。 

 １２月２日 「母子総合医療センター（こども病院）の基本設計」に関するヒアリング（県病院管 

        理局：新田宗一局長）の中で「患者家族の宿泊施設（マクドナルドハウス等）、離 

        島からの研修医の宿泊施設等どのように考えているか」尋ねる。 

 

平成１５年（2003） 

 ２月１２日 「母子総合医療センター（こども病院）の実施設計・運営に向けて」陳情（沖縄県議 

        会議長伊良皆高吉）の２項で「離島・遠隔地からの患者家族のための宿泊施設を設 

        置して頂きたい」陳情。 

 ５月１４日  南風原町長（城間俊安）に宿泊施設建設に協力依頼を行う。 

 

 ６月２７日 「母子総合医療センター（こども病院）の実施設計・運営に向けて」陳情（沖縄県議 

        会議長伊良皆高吉）の２項「離島・遠隔地からの患者家族のための宿泊施設の確保」 

        と「患者家族をサポートする体制の確立」を要請 

 

    ★仲里利信議員の質問に対しての福祉保健部長（稲福恭雄）の答弁 

     平成１４年４月３０日に沖縄県周産期保健医療協議会から行った「母子総合医療センター 

    （仮称）の整備について」の知事報告において「付き添い家族のための宿泊施設等配慮が必 

     要である。」としています。県としては、その必要性は認識しており、管理運営、土地の 

     確保、宿泊施設の建設等について様々な課題があることから、今後民間による運営の方法 

     を含めて検討していく必要があると考えます。 

 

 ７月３０日  沖縄県離島振興協議会へ宿泊施設設置について陳情書等資料送付する。 

１０月 １日 「母子総合医療センター（こども病院）の診療体制・運営計画等ソフト面について」 

        陳情（沖縄県議会議長伊良皆高吉）の７項「離島・遠隔地からの患者家族のための 

        宿泊施設の確保は、現在誰が責任を持って行っていくのか、また具体的な案はある 

        のか伺いたい」陳情 



平成１５年（2003） 

 １０月９日 「母子総合医療センター（こども病院）の診療体制・運営計画等ソフト面について」 

        要請（沖縄県知事稲嶺恵一）同上 

 １２月２日 「母子総合医療センター（こども病院）の整備等について」陳情（沖縄県議会議長 

        伊良皆高吉）の１項２「高度小児医療を受けるため、離島・遠隔地からの患者家族 

        のための宿泊施設の確保を中心として考えて頂きたい」 

 

    ★稲福福祉保健部長答弁・・・糸数県議の「土地を確保して民間の方から申し出があればや 

     っていけるというふうに理解してよろしいですね」に対する答弁「一緒になってやってい 

     くと言うことでございます」、「土地の確保支援する」。 

 

 １２月１５日 「県立高度・多機能病院（仮称）診療体制（素案）に対する要望」県病院管理局へ 

         提出。５項に「離島等遠隔地の家族のための宿泊施設について」・・・今後、整 

         備について検討すべき事項に宿泊施設の建設を追加し、用地の確保を早急に実現 

         させて頂きたい。用地の確保が出来れば当協議会としても建設資金造成に関して、 

         県内企業を含む関係団体に働きかけを行っていく計画である。県の後押しがあれ 

         ば、積極的に勧めていくことができる。 

 

★ 県立病院長（北部、中部、八重山、宮古、那覇、精和）、福祉保健部長・次長、病院管理 

  局長・次長、宮城雅也先生） （玉城よし子・儀間小夜子傍聴） 

    宿泊施設の用地は運営主体を整えると県は支援できる。小児保健協会と一緒にすると県は 

    土地の確保については協力する。 

 

平成１６年（2004） 

 ２月２５日〜２７日（１０人参加・協議会から２人） 

        県小児保健協会と県外ファミリーハウス視察（県内初のハウスの実現を目指して） 

 ３月２９日  上記素案に対する病院管理局の回答は宿泊施設については「福祉保健部において検 

        討を進めております 

 ５月 ７日  小児保健協会、県、協議会宿泊施設について話し合い 

        結果：協議会から小児保健協会へ宿泊施設建設について要請する・・・協会は理事 

        会にかける。県は小児保健協会から宿泊施設建設用地提供について依頼を受けた方 

        が動きやすい。県の土地は無償提供できる。 

 

 



平成１６年（2004） 

 ５月１１日 「遠隔地の患児・家族を支援するための宿泊施設（ファミリーハウス）建設について 

        要請」（宛先：県小児保健協会長玉那覇榮一）「沖縄県は当協議会の建設要請に対し 

        て宿泊施設の用地の提供を約束しております。」と付記している。 

 ６月１６日  小児保健協会の理事会で宿泊施設建設する方向で検討することが決まる。 

        小児保健会館に併設して建設する。運営費、土地の確保等決定した段階で着工する。 

 ７月１８日  特別講演「医療をサポートする社会の力」講師：長瀬淑子（財団法人ドナルド・ 

        マクドナルド・ハウス・チャリティーズ・ジャパン デン・フジタ財団事務局長） 

        難病の子どもたちを支援する宿泊施設の建設・運営、そこで活動するボランティア 

        の養成等を通して多くの社会的支援の輪を広げている。 

１１月２９日 「ファミリーハウスに関する調査報告書」を稲福恭雄県福祉保健部長に提出（玉那覇 

        榮一小児保健協会長、宮城雅也協議会副会長他） 

 

平成１７年（2005） 

 ２月 ４日  福祉保健部平主幹・・・土地は今年度３月中に方向付けする。面積は２万平方（医 

        師会、小児保健協会、薬剤師会で配分する）。１８年農場が移転後に建設となる。 

        無償貸与のための基準調整が必要。 

 ２月１４日  「ファミリーハウスに関する調査報告書」マスコミへ公開 

 ３月 ４日  長瀬淑子氏（財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティズ・ジャパン 

        デン・フジタ財団事務局長）が副知事（嘉数昇明）、福祉保健部長（稲福恭雄）を 

        表敬訪問 

 ３月 ４日  ファミリーハウスの運用計画（案）を県福祉保健部福祉保健企画課と小児保健協会 

         へ提出 

 ５月 ６日 小児保健協会とファミリーハウス建設について懇談、小児保健協会はファミリーハウ 

       ス建設について、名称に企業名を付けることに難色 

 ５月１１日 沖縄電力より真栄田協議会長に対してファミリーハウスへの協力について打診があり、 

       ハウス資料を電力へ提出 

 ５月３０日 沖縄電力へファミリーハウスの図面、模型提出 

 ７月 ８日 財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティズ・ジャパンデン・フジタ財 

       団理事長（開原成允）へ宿泊施設（ファミリーハウス）の支援について依頼 

 ７月２８日 小児保健協会、県、協議会とのファミリーハウス建設について懇談（５人参加）、小 

       児保健協会はファミリーハウス建設をとり止め（県の土地等価交換困難なため） 

 

 



平成１７年（2005） 

 ８月１２日 福祉保健部長（喜友名朝春）表敬訪問・・（尚弘子顧問、真栄田篤彦理事長他役 

       員）ファミリーハウス建設を考えている。（沖縄電力百添会創立１０周年記念事 

        業の一環として）その場合の土地の無償提供について話し合う 

 ９月２４−２５日 

       ファミリーハウス見学（かんがるの家、マクドナルド・ハウスせたがや、おさかなの 

       家、アフラックペアレンツハウス浅草橋・亀戸）（儀間・當山） 

 ９月２５日 第１回滞在施設推進モデル検討委員会（東京）参加（儀間・當山） 

１１月２４日 福祉保健部長（喜友名朝春）表敬訪問・・長瀬淑子（財団法人マクドナルド・ハ 

       ウス事務局長）、建設予定地見学、ファミリーハウス運営費助成したい（条件付） 

１１月２７日 第２回滞在施設推進モデル検討委員会（東京）参加（儀間・當山） 

 

平成１８年（2006） 

 １月２１日 第７回全国滞在施設ネットワーク会議（福岡）参加（儀間・當山） 

 ３月１０日 福祉保健部長（喜友名朝春）表敬訪問・・長瀬淑子（財団法人マクドナルド・ハ 

       ウス事務局長）県のハウス運営についての考えを尋ねる 

 ４月２２日 わらびの会ファミリーハウスワーキングチーム第１回会合 

 ４月２７日 ファミリーハウス建設・運営について県福祉保健部と懇談 

        県福祉保健部よりこれまでの経緯について説明がなされた。「ファミリーハウス 

        はこども医療センターの病院機能の一体として稼働するもので重要な施設であるの 

        で県としても尽力する 

 ５月 ６日 わらびの会ファミリーハウスワーキングチーム第２回会合 

        県にファミリーハウス建設・運営に対する要請書提出について検討する。 

 ５月１０日 ファミリーハウス建設・運営について県へ要請（県は預かり文書とする） 

 ８月 ２日 福祉保健部長がマクドナルド財団へ出向きハウス運営費の助成について正式にお 

       断りする。運営については沖縄県保健医療福祉事業団に委託要請する。 

 ８月 ７日 沖電グループ（仲井真弘多会長、當眞嗣吉社長他２人）が稲嶺恵一知事へ百添会 

       創立十周年記念事業の一環としてファミリーハウスを建設して寄贈するとして目 

       録が贈呈された。 

 ９月２０日 沖縄電力株式会社とわらびの会でファミリーハウス基本設計事前協議会開催。 

１２月１５日 沖縄電力株式会社とファミリーハウス基本設計について懇談会開催 

        基本設計についてわらびの会の要望を提出 

 

 



平成１９年（2007） 

  １月２７日 ファミリーハウス建設に向けて宿泊施設体験者懇談会開催 

  ３月２９日 ファミリーハウス基本設計（修正案）沖縄電力より受領 

  ４月２７日 仲里全輝副知事表敬訪問 

        （真栄田篤彦理事長、石嶺伝一郎沖電副社長、親川武司、田頭妙子、儀間小夜子） 

         ファミリーハウス建設・運営について保健医療福祉事業団との調整等要望 

  ８月１７日 ファミリーハウス新築工事 地鎮祭 

  ９月１９日 ファミリーハウスワーキンググループ会議（運営に関する資料作成） 

  ９月２９日 ファミリーハウスワーキンググループ会議（運営規約について検討） 

 １０月２３日 沖縄電力（株）との打ち合わせ会（工事進捗説明） 

 １１月 ６日 県福祉保健部健康増進課山城副参事とハウス運営等打ち合わせ 

 １１月２７日 第１回ファミリーハウス運営に関する４者（県・沖縄電力・県保健医療福祉事業団・ 

        わらびの会）打ち合わせ会 

 １２月１８日 第２回ファミリーハウス運営に関する４者打ち合わせ会 

 １２月２５日 県保健医療福祉事業団とファミリーハウス運営に関する打ち合わせ会 

 

平成２０年（2008） 

 ２月 ２日 ファミリーハウス工事現場見学会 

 ２月 ４日 ファミリーハウス運営受託についてわらびの会臨時運営委員会 

 ２月１９日 第３回ファミリーハウス運営に関する４者打ち合わせ会 

 ２月２３日 認定特定非営利活動法人ぶどうのいえ堀内昭理事長と懇談会（９人参加） 

 ２月２８日 ファミリーハウスの名称決定（ファミリーハウス「がじゅまるの家」） 

 ３月 ６日 特定非営利活動法人ファミリーハウス（東京）植田洋子事務局長と懇談会（７人参加） 

 ３月 ８日 ファミリーハウスマネージャー応募者面接 

 ３月２２日〜２５日 ファミリーハウスマネージャー研修（於：東京）森江・須田 

 ３月２７日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」落成式 

 ４月 １日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」の管理運営に関する契約 

 ４月１１日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」スタッフへ労働条件通知書交付式 

 ４月１９日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」ボランティア説明会開催 

 ４月２２日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」開所前ハウススタッフミーティング 

 ４月２８日、３０日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」大掃除  

 ５月 ２日 小杉紘南氏（読売書法展幹事・書家）よりハウスへ扁額寄贈 

 ５月 ９日 県保健医療福祉事業団とハウス運営について打ち合わせ会 

 ５月１３日 第１回わらびの会ハウス会議（ハウスオープンに向けて） 



平成２０年（2008） 

 ５月２４日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」にて試泊（１２人参加） 

 ５月３０日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」開所式 

 ６月 １日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」開所（東京、宮古、名護市から３家族利用） 

 ６月１３日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」第１回ハウススタッフミーティング 

 ７月 ２日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」ハウススタッフミーティング（臨時） 

 ７月 ９日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」第２回ハウススタッフミーティング 

 ７月２１日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」ハウススタッフミーティング（臨時） 

 ８月 ８日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」第３回ハウススタッフミーティング 

 ８月１９日 第２回わらびの会ハウス会議 

  

  

 



ボランティア活動を通して感じたこと 

 
こども医療センター病院ボランティア    

                         石川 博一        

 

ボランティアを始めて半年近くになろうとしています。去年の１２月にボランティア養成

講座を受講し、第４期生としてスタートしたのが 2 月、最初の頃はこどものパワーに圧倒さ

れて翌日まで疲労を引きずっていました。現在、やっと生活のリズムの中に、週一回 2 時間

のチムドンドン（心わくわく）するひと時が根付きつつあります。 
 活動への応募のきっかけは、「こどもが好き」「こどもと遊ぶのが好き」と、本当に単純な

動機からでした。ましてや子育ての経験がない者にとって、こどもとどう向き合えばいいの

か、実際にやってみるまでは不安でした。しかし日がたつにつれて、楽しく参加出来るよう

になりました。 
 現在、外来のプレイルームでこどもとの遊びを中心に活動しています。先輩の方には悪い

のですが、一人でこどもを独占している状態です。遊びの内容は「お絵かき」「ぬりえ」「お

りがみ」「積み木」「絵本の読み聞かせ」と院内で限定されたものとなっていて、病院という

特別な空間が、こどもの自由に動き回る範囲を狭めているのではないかと、すこし物足りな

さを感じていました。 
 そこで独自に「あそび」の提案として手作りの「おもちゃ」を導入してみました。今では

１０種類近くの「遊び道具」がこども達の生き生き

とした笑い声と共に活躍しています。この「あそび」

の中でとても印象に残った出来事を紹介したいと思

います。 
 ある日の事、一人の女の子（３～４歳位）が両親

に連れられて現れました。その子の下の赤ちゃんの

診察のようです。女の子はプレイルームに預けられ

ました。とても活発な子で次から次と遊び道具を変

えながら楽しくあそんでいました。下の子の診察も

終わり両親が迎えに来ると、帰ることを拒否したのです。どうしても帰ろうとしないので、

両親は帰ったふりをして身を隠していました。それでもその女の子は遊びに夢中で、痺れを

切らした母親が強引に娘の手を引っ張ったのですが、その手を振り払い、帰ろうとしません。

そこで「さあ、おじさんが好い物あげるから」と言ってドラえもんのポケット（エプロン）

から紙風船を取り出してプーと膨らませ、その子の手元にポンと押し出しました。すると女

の子はその風船を両手でパーンとつぶして、さっさっと中へ入り「もっと遊ぶ」と言い続け

ました。一瞬それを見ていた皆もびっくり。大抵はすんなりここで「ありがとう、バイバイ」

と収まるとこなんですけど。母親は「せっかくいただいたばかりなのに、どうもすみません。」



と謝ったので、すかさず「いいんですよ。紙はいずれ破れますから。」とやんわりと答えま

した。                                               

 その時、その子の遊び相手をしていた自分の、その心の中は充実感で満たされていました。

いくら楽しい「おもちゃ」をこどもにいっぱい与えても、それは宝の持ち腐れ。こどもが心

から満足できる喜びは、遊びを通してボランティアとこどもがお互いに心と心を触れ合わせ

る中から生まれてくるものだと、そう実感することが出来たからです。その女の子はよほど

「あそび」が楽しかったのでしょう。終には父親に説得されて元気に帰っていきました。そ

こに居合わせた全員がほっとしました。                                

 特に外来に来るこどもは病気の子だけでなく、その兄弟姉妹が殆どで、精神的にもいろん

な負担を 背負わされているのではないかと思います。そういったこどもの心の奥底に隠さ

れたものに触れ、さらに分ち合える事が出来たらボランティアとして最高の喜びになると思

います。   
病院ボランティアは病棟のほうがもっと大変だろうと思います。入院児にどのような「あ

そび」を提供したらいいのか、こども一人一人の病気に合わせた対応のしかた等、考えると

頭が重くなります。これからも、こどもの目線に立った、ぬくもりのある心を大切に活動を

続けていきたいと思います。そして将来、病棟ボランティアを目指し頑張ります。 

  

※写真は、いずれも石川博一さんの作品 



私に何かできる事はないだろうか？と始めたボランティア活動 
 
 

こども医療センター病院ボランティア 
  佐久本 貞子 

 
 人間はそれぞれの人生を賑々しく又は静かに穏やかに生きている。時には予期せぬ障害

や病を得て苦難を体験する事もある。しかし、そのような苦難の中、家族がありったけの愛情

と知恵をしぼり病人のために力を尽くす。その中から家族の絆は深く強く結ばれ知恵や知識

（ジンブン）は培われる。凡人より多くの知識を得たと喜ぶ勇気を持ちたい。医学的な知識は

無くとも親の愛情と努力で奇跡が起きて病気が退散することもあると信じて生きている一人で

ある。 

 社会のために障害者の私に何かできる事はないだろうか？と模索している時「ボランティア

養成講座」の新聞記事を発見し参加した。人間６０年も生きてくると喜怒哀楽大抵のことは

「知っている」つもりだった。しかし実際に活動に参加して、如何に自信過剰で「井の中の

蛙」であるかを思い知らされた。   

 スタートからみんなと一緒に作り上げて行きたいとの考えから身体の許す限り活動に参加

した。「人のため」「誰かのため」との考えはすぐに打ち砕かれた。職場での仕事と、自分の子

育てしか知らない私には戸惑う事や驚きがいっぱいであった。養成講座はあくまでも基礎中

の基礎。現場体験で学ぶ事が数多く何度も何度も関ることでその子の状態を知り対応が出

来るようになるのだと知った。 

 

活動開始から 2 年余 

 初めてボランティアを受け入れる病院側も、初めて尽くしの新人ボランティアも互いに目線

を合わせる事も会釈を交わす余裕もなく、ただオロオロして役に立

っているとは思えなかった。しかし、今では○○曜日活動の最強ボ

ランティアメンバーとして相変わらずの自信過剰で頑張っている。 

 

 ☆「病児のきょうだい」について    

 ☆「見えない障害・鎖肛の手術の現状」について 

 ☆「排泄障害に悩む子どもの心の育ち」について 

☆ 「子どもの心臓手術の現状に」ついて 

 

 先日、わらびの会構成団体の総会を傍聴させていただきました。全国心臓病の子どもを守

る会沖縄県支部は「第 36 回」を数えていました。１０年にも及ぶ沖縄の「子ども病院設立運

動」の努力が実を結び完成した「県立南部医療センター・こども医療センター」でボランティ

アとして活動できることに誇りと幸せを感じています。 

 

２年間の総括 

 ボランティアは他人のためではなく自分が喜びを貰っている 

 ボランティアは無償の愛で成り立つもの 

 子どもは若いボランティアに吸い寄せられる（目線が一緒） 

 子どもはお母さんの優しさを求めている（疲れたお母さん…） 

 子どもはおばあちゃんの懐が好き（抱き締めると力が抜ける） 

 



 

基本のルール 

 預かり時は氏名・年令・行き先。時間を確認する 

 保育所とは違うという考えの中での対応 

 

他人だから出来る事がある 

 反抗期の子どももボランティアには心を許す時期がある 

 親の相談相手、話し相手でも喜ばれる幸せがある 

 親にコーヒータイムをプレゼントしよう 

 

預かりや遊びを体験する中で、子供の様子、体調など病児か、きょう

だいか？も判断出来る様になる。暴れる子の欲求不満（病児のきょう

だいだった）基本で学んだ（聞いてはいけない事）は体験で覚える 
 

     頑張ったぶんだけ 
 

     しあわせまってるよ 
   
         ちゃんとみてるからね 

 
 

 
 



わらびの会理事会と第４回総会を開催しました 

 

 平成２０年５月２４日（土）午後７時より、沖縄県総合福祉センター４階

会議室にて理事会、引き続いて第４回総会を開催しました。 

 真栄田篤彦理事長は、総会の冒頭挨拶でファミリーハウスが出来るまでの

歩みを振り返り、６月１日のハウス開所の喜びを述べました。 

 総会の議長には新里吉弘氏が選出され、定款第２８条に基づく総会成立の

ための定足数に、出席者・委任状数が達していることを報告して、以下の議

事項目について審議の結果、満場一致で承認されました。 

１）第一号議案 平成１9年度事業報告 

２）第二号議案 平成１9年度収支決算報告 

３）監査報告 

４）第三号議案 平成 20 年度事業計画 

５）第四号議案 平成 20 年度収支予算 

６）役員改選 

７）その他事項 平成 19 年度病院ボランティア活動報告 

  

 閉会後は、懇親会を行い会員同士の親睦を深めました。 

 

 



平成１９年度事業報告 
（平成１９年４月１日から２０年３月３１日まで） 

 

Ⅰ 病院ボランティアに関する事業 

１）こども医療センターにおけるボランティア活動 

① 小児外来・小児病棟（４・５階）において月〜金曜日、9 時〜16 時まで 

  継続して活動を行った。（4/1〜3/31） 

② 週末ボランティア（土・日）14 時〜15 時絵本の修理、カバーかけ実施 

③ 平成１９年第１回病院ボランティア運営委員会参加（5/29） 

④ ボランティアワーキンググループ会議（6/2） 

  第３期こども病院ボランティア養成講座開催について審議 

⑤ 病院ボランティア活動一周年記念の集い開催（6/23） 

⑥ 平成１９年第２回病院ボランティア運営委員会参加（8/30） 

⑦ OCN 取材（病院ボランティア活動）（10/4）10/18 放映される 

⑧ こども医療センタークリスマス会へのボランティア協力（12/20）  

⑨ 小児病棟へ雪のプレゼントがありボランティア協力（2/15） 

⑩ 盲導犬と遊ぼうイベントへ参加協力（3/20） 

⑪ 安次嶺院長主催病院ボランティア感謝の会参加（3/28） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）病児家族の支援活動をする病院ボランティア養成講座の実施  

① 第３期こども病院ボランティア養成講座１回目開講（7/21） 

  於：県立南部医療センター・こども医療センター   

   「病院ボランティアとは？」講師：筧浩子（宮城県立こども病院 

    ボランティアコーディネーター）        

② 第３期こども病院ボランティア養成講座２回目開講（8/4） 

  於：県立南部医療センター・こども医療センター 

   「私たちが望むボランティア」講師：宮城雅也（県立南部医療センター 

    こども医療センター新生児科）、佐次田安子（同センター小児ボランティア 

（プレイルームでのボランティア活動風景） 

（週末ボランティア：絵本カバーかけ作業) 

（OCN 取材風景） （小児病棟へ雪のプレゼント） （盲導犬と遊ぼうイベント） 

（宮城雅也氏、佐次田安子氏 講演） 



    コーディネーター） 

③ 第３期こども病院ボランティア養成講座３回目開講（8/4） 

  於：県立南部医療センター・こども医療センター 

   「ボランティアに必要なマナー」講師：下地則子（フリーアナウンサー） 

   「ボランティア実践をとおして感じたこと」講師：福峯静香（NPO ほほえみ理事） 

④ 第３期こども病院ボランティア養成講座４回目開講（8/11） 

  於：県立南部医療センター・こども医療センター 

   「ボランティア実践をとおして感じたこと」 

   ・小児外来での活動をとおして 講師：田場幸枝（病院ボランティア） 

   ・小児病棟での活動をとおして 講師：真栄城正美（病院ボランティア） 

   ・看護の立場、兄弟姉妹の支援から 講師：藤村真弓（茨城キリスト教 

    大学看護学部教授） 

⑤ 第３期こども病院ボランティア養成講座５回目開講（8/11） 

   於：県立南部医療センター・こども医療センター 

    まとめ ーこんなボランティアになりたいー 

    グループに分かれてそれぞれ意見を出し合いまとめを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 第４期こども病院ボランティア養成講座１回目開講（11/24） 

   於：県立南部医療センター・こども医療センター 

    「病院ボランティアとは？」「看護の立場、兄弟姉妹の支援から」 

     講師：藤村真弓（茨城キリスト教大学看護学部教授） 

⑦ 第４期こども病院ボランティア養成講座２回目開講（11/24） 

   於：県立南部医療センター・こども医療センター 

    「ボランティアに必要なマナー」講師：下地則子（ﾌﾘｰｱﾅｳﾝｻｰ） 

    「親の立場から感じたこと」講師：城間米子（訪問教育親の会代表） 

 ⑧第４期こども病院ボランティア養成講座３回目開講（12/8） 

   於：県立南部医療センター・こども医療センター 

    「私たちが望むボランティア」講師：百名伸之（県立南部医療センター・ 

（下地則子氏 講演） 

（福峯静香氏 講演） 

（真栄城正美氏 講演） 

（田場幸枝氏 講演） 
（受講生によるグループ討論） 

（第 4 期養成講座受講風景） 

（藤村真弓氏 講演） 

（城間米子氏 講演） 



      こども医療センター 小児科医）、佐次田安子（小児ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）                  

 ⑨第４期こども病院ボランティア養成講座４回目開講（12/8） 

   於：県立南部医療センター・こども医療センター 

    「ボランティア実践をとおして感じたことー小児外来での活動をとおして」 

       講師：佐久本貞子（病院ボランティア） 

    「ボランティア実践をとおして感じたことー小児外来での活動をとおして」 

       講師：米須淳子（病院ボランティア） 

 ⑩第４期こども病院ボランティア養成講座５回目開講 

   於：県立南部医療センター・こども医療センター 

    まとめーこんなボランティアになりたいー （講座受講者全員による討論） 

 

 

 

 

 

 

 

３）ボランティアステップアップ研修会 

① 第４回ボランティア勉強会（於：こども医療センターボランティア室）（5/24） 

  「きょうだい支援について」 講師：藤村真弓先生 

② ボランティアコーディネータースキルアップ講座受講（４名）（3/14） 

 

４）ピアサポート勉強会・フォーラムを開催 

 こども病院ボランティア推進フォーラム開催 

 テーマ：こども医療センターと病院ボランティア 

 基調講演「宮城県立こども病院におけるボランティアの現状」 

  講師：筧浩子（宮城県立こども病院ボランティアコーディネーター） 

  座長：山城紀子   

  パネリスト：百名伸之、儀間小夜子、上運天逸子、高屋澄子 

 

Ⅱ遠隔地病児家族等の宿泊施設運営事業 

１）ファミリーハウスの建設・運営等について 

① ファミリーハウスワーキンググループ会議開催（8/8） 

  ハウス運営に関する準備作業役割分担 

（百名伸之氏 講演） 

（佐久本貞子氏 講演） （米須淳子氏 講演） （受講生によるグループ討論） 

（こども病院ボランティアフォーラム風景） 

（座長：山城紀子氏、講師：筧 浩子氏） 



②ファミリーハウス新築地鎮祭（真栄田篤彦理事長出席）（8/17） 

③ファミリーハウスワーキンググループ会議開催（9/1）  

ハウス実施設計への要望、運営に関する規約等作成 

④ ファミリーハウスワーキンググループ会議開催（9/29） 

       運営規約について検討 

⑤ 沖縄電力（株）との打ち合わせ会（工事進捗説明）（10/23） 

⑥ 県福祉保健部健康増進課副参事とハウス運営等打合わせ会（11/6） 

⑦ 第１回ファミリーハウス運営に関する４者打ち合わせ会（11/27） 

        （県・沖縄電力・保健医療福祉事業団・わらびの会） 

⑧ 第２回ファミリーハウス運営に関する４者打ち合わせ会（12/18） 

⑨ 保健医療福祉事業団と打ち合わせ（12/25） 

⑩ ファミリーハウス工事現場見学（2/2） 

⑪ わらびの会臨時運営委員会開催：ハウス運営委託について（2/4） 

⑫ 認定特定非営利活動法人ぶどうのいえ堀内昭理事長 

と懇談会（９人参加）（2/23） 

⑬ 「ファミリーハウスがじゅまるの家」に名称決定（2/28） 

⑭ 特定非営利活動法人ファミリーハウス植田洋子事務局長との 

懇談会（７人参加）（3/6） 

⑮ ファミリーハウスマネージャー応募者面接（3/8） 

⑯ ファミリーハウス研修（東京）森江・須田（3/22〜23/25） 

⑰ ファミリーハウスがじゅまるの家 落成式 (真栄田篤彦理事長、儀間小夜子事務局長出席 3/27） 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 広報事業                   

① 運営委員会を定期的に開催（１３回開催）し、会の広報に努めた。 

② 機関誌（わらびの会だより２号）を発行し、会員、賛助会員、寄付等の拡大に努めた。 

③ ホームページ、インターネットを利用して会活動の広報や情報発信を積極的に行った。 

④ マスコミに取材依頼し会活動（病院ボランティア活動）の広報を行った。 

⑤ 「ファミリーハウスがじゅまるの家」完成をマスコミが取材報道（3/27） 

（ファミリーハウス新築地鎮祭） 

（ファミリーハウス工事現場見学） 

（ぶどうのいえ堀内昭理事長との懇談会） 

（ファミリーハウスがじゅまるの家 落成式・祝賀会） 



収支 勘定科目 実績(円） 予算(円） 差異(円）

経常収入の部

１．会費収入 183,000 262,000 ▲79,000

正会員収入（個人） 36,000 30,000 6,000

正会員収入（団体） 32,000 32,000 0

賛助会員収入（個人） 55,000 150,000 ▲95,000

賛助会員収入（団体） 60,000 50,000 10,000

２．事業収入 207,500 250,000 ▲42,500

病院ボランティア養成講座受講料 207,500 250,000 ▲42,500

３．寄付金収入 607,758 1,700,000 ▲1,092,242

４．雑収入 5,875 3000 2,875

経常収入合計（A) 1,004,133 2,215,000 ▲1,210,867

経常支出の部

１．事業費 493,144 800,000 ▲306,856

病院ボランティアに関する事業 286,052 400,000 ▲113,948

遠隔地病児家族等の宿泊施設支援事業 30,521 100,000 ▲69,479

広報事業 176,571 300,000 ▲123,429

２．管理費 1,224,919 1,415,000 ▲190,081

人件費 699,400 750,000 ▲50,600

会議費 41,938 100,000 ▲58,062

事務費 84,585 100,000 ▲15,415

通信費 142,876 150,000 ▲7,124

光熱水道費 26,618 24,000 2,618

事務所賃貸料 56,011 56,000 11

減価償却費 165,000 165,000 0

雑費 8,491 20,000 ▲11,509

予備費 0 50,000 ▲50,000

経常支出合計（B) 1,718,063 2,215,000 ▲496,937

法人税等

前期繰越正味財産

当期正味財産合計

0

4,070,654

3,356,724

収
　
　
入

平成19年度「特定非営利活動報告」会計収支計算書

平成19年4月1日から平成20年3月31日まで

(特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会）

支
　
　
出

当期収支差額　（A)-（B) ▲713,930



１　事業実施の方針
1）

2）

3）

4） わらびの会の広報活動及び賛助会員拡大を積極的に行う。
　　　
　

　（１）特定非営利活動に係わる事業

定款の 事業内容 実施日時 実施場所 従事者の受益対象者の 支出額

事業名 人数 範囲及び人数 （千円）

通年 こども医療 ４０人 通院、入院し 50

センター ている病児と

その家族

２回 こども医療 １０人 学生・一般 200

（１回５講座）センター 市民５０人

３回 こども医療 ３人 病院ボラン 100

センター 　ティア

ピアサポート勉強会 １回 こども医療 １人 わらびの会会員 50

6-12月 センター ３人 通院、入院し 300

ている病児

通年 ファミリーハ １０人 病児とその 6,354

ウスがじゅま 家族

るの家 ハウススタッフ

他

年１回 全県 一般市民 300

５００部

　（２）その他の事業
定款の 事業内容 実施日時 実施場所 従事者の受益対象者の 支出額
事業名 人数 範囲及び人数 （千円）

調整中自動販売
機による
飲料水販
売事業

２　事業の実施に関する事項

病院ボラ
ンティア
に関する
事業

遠隔地病
児家族等
の宿泊運
営事業

ファミリーハウスがじゅまるの家管理
運営（受託事業）

病院施設子ども読書支援助成事業の実
施

ボランティアフォローアップ研修会

平成２０年度事業計画書
平成20年４月１日から平成２1年３月３１日まで

（特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会）

機関誌発行、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等で法
人の活動内容や病児家族の現状等広く
伝える。

広報事業

病児家族の支援活動をする病院ボラン
ティア養成講座の開講

こども医療センターにおけるボラン
ティア活動(外来、病棟）

２０年度も、こども医療センターの外来、病棟において継続したボランティア活動を病
院と連携して行い、ボランティアのモチベーションアップに努める。また養成講座修了
者に対して活動への参加を呼びかける。

第５期、６期病院ボランティア養成講座を８月と１１月に開講し、病院ボランティアの
養成を行う。また、ボランティアのフォローアップのための勉強会を
開催する。病院施設子ども読書支援助成（伊藤忠記念財団）事業の実施を行う。

平成２０年４月１日より「ファミリーハウスがじゅまるの家」管理運営についての受託
業務を開始し、６月１日より利用者受け入れを行う。また「ファミリーハウスがじゅま
るの家」の広報に努め（ＨＰ等作成）、広く支援を呼びかける。
ハウスボランティアの募集を行う。



収支 勘定科目 予算額（円） 前年度実績（円）対前年度増減額（円）

経常収入

１会費 318,000 183,000 135,000

　　正会員収入　個人 36,000 36,000 0

　　正会員収入　団体 32,000 32,000 0

　　賛助会員収入　個人 150,000 55,000 95,000

　　賛助会員収入　団体 100,000 60,000 40,000

２事業収入 6,604,000 207,500 6,396,500

　　病院ボランティア養成講座受講料 250,000 207,500 42,500

　　ファミリーハウス管理運営受託収入 6,354,000 0 6,354,000

３寄付金収入 1,595,500 607,758 987,742

４助成金収入 300,000 0 300,000

５寝具リース収入 182,500

６雑収入 5,000 5,875 ▲ 875

収入合計（A） 9,005,000 1,004,133 8,000,867

経常支出 0

１事業費 7,354,000 493,144 6,860,856

　　病院ボランティアに関する事業 700,000 286,052 413,948

　　遠隔地病児家族等の宿泊施設運営事業 6,354,000 30,521 6,323,479

　　広報事業 300,000 176,571 123,429

２管理費 1,651,000 1,224,919 426,081

　　人件費 1,030,000 699,400 330,600

　　会議費 50,000 41,938 8,062

　　事務費 100,000 84,585 15,415

　　通信費 150,000 142,876 7,124

　　交通費 10,000 0 10,000

　　光熱水道費 30,000 26,618 3,382

　　事務所賃借料 56,000 56,011 ▲ 11

　　減価消却費 165,000 165,000 0

　　雑費 10,000 8,491 1,509

　　予備費 50,000 0 50,000

支出合計（B） 9,005,000 1,718,063 7,286,937

当期収支差額（A）−（B） 0 ▲ 713,930 713,930

地方税・法人税 70,000 0

前期繰越収支差額 3,356,724

次期繰越収支差額 3,286,724

（特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会）

平成20年度「特定非営利活動に係わる事業」会計収支予算

平成２０年４月１日から平成２1年３月３１日まで

収
　
　
入

支
　
　
出



役員改選

　特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会

ｼｮｳ   ﾋﾛｺ

※ 顧問 尚　弘子 琉球大学名誉教授、元沖縄県副知事

役　名 氏　　名 団体名

マエダアツヒコ

1 理事長 真栄田篤彦 西町クリニック

ミヤギマサヤ

2 副理事長 宮城雅也 小児在宅医療基金「てんさぐの会」（県立こども医療センター）

オヤカワタケシ

3 副理事長 親川武司 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

ギマサヨコ

4 理事 儀間小夜子 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

 ｳ  ｴ  ｽﾞ ﾕｷ  ｵ

5 理事 上江洲幸雄 （財）日本ダウン症協会沖縄県支部

マエシロモリノブ

6 理事 真栄城守信 沖縄県聴覚障害児を持つ親の会

ニシオカシノブ

7 理事 西岡しのぶ 沖縄自閉症児者親の会「まいわーるど」

ウエジョウトシコ

8 理事 上門トシ子 （社）日本てんかん協会沖縄県支部　「波の会」

シロマヨネコ

9 理事 城間米子 沖縄訪問教育親の会

オカザキアヤコ

10 理事 岡崎綾子 沖縄ＬＤ児・者親の会「はばたき」

カタクラマサンド

11 理事 片倉政人 （財）がんのこどもを守る会沖縄支部「のぞみ財団」

タガミタエコ

12 理事 田頭妙子 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

タマキヨシコ

13 理事 玉城よし子 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

トウヤマユキミツ

14 理事 當山幸光 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

シンザトヨシヒロ

15 理事 新里吉弘 沖縄県肢体不自由児者父母の会連合会

スギモトリエ

16 理事 杉本利枝 梅っこクラブ（排尿・排泄に問題を抱える子どもと親の会）

アラカキツヨシ

17 監事 新垣　剛 弁護士

シモジヒロカズ

18 監事 下地寛一 税理士

平成２０年７月１日　新役員登記手続き完了

役　　員　　名　

(平成２０年７月１日～平成２２年６月３０日）



平成１９年度病院ボランティア活動報告 

     

＜活動状況＞ 

   １ 小児外来・小児病棟（４・５階）ボランティア 

 

活動内容：折り紙、絵本の読み聞かせ、ぬりえ、つみき遊び、外来の案内、

患児受診・検査時の兄弟姉妹の預かり、患児見守り、患児の預

かり（保護者がトイレ、支払い、売店等へ出向いた時）、保護者

の話し相手、行事への参加協力（七夕、病棟夏祭り、クリスマ

ス会など）、プレイルームの環境整備、中庭への散歩など 

活動日：月曜日～金曜日 9:00～16:00  

それぞれの活動時間 １時間～５時間 

＊活動状況に関しては別紙参照 

        

２ 週末ボランティア 

活動内容：絵本の修理、カバーかけ 

       活動日：土曜日・日曜日 ２～３時間 

活動場所：ボランティア室 

カバーをかけた本の冊数：約２５０冊 

   ＊４～７名参加 

 

現在の参加人数：活動中  約３５人（20 代～60 代） 

     活動休止中 未確認     平成 20 年・３月現在 

    

＜活動経過＞  

 ２００７年（平成１９年）   

４月 ５日 病棟メンバー情報交換会 

 ４月２０日 病棟こいのぼり集会参加 

定例ミーティング 

 ５月１３日 わらびの会第３回総会及び特別講演会・ボランティア活動報告 

 ５月２４日 第４回ボランティア勉強会（兄弟支援について・藤村先生） 

 ５月２９日 平成１９年第１回病院ボランティア運営委員会参加 

 ６月 ８日 第１回ボランティア運営小委員会参加 

       定例ミーティング 

 ６月２３日  病院ボランティア活動一周年記念の集い（於：県総合福祉センター） 



 ７月 ６日  外来・病棟七夕会  

 ７月１３日  定例ミーティング 

７月１８日  病棟野外昼食会参加 

７月２１日  こども病院ボランティア推進フォーラム開催 

        テーマ：こども医療センターと病院ボランティア 

パネリストとして参加 

 ８月１０日  第２回ボランティア運営小委員会参加 

定例ミーティング 

        病棟夏まつり準備参加 

８月１１日  第３期こども病院ボランティア養成講座４回目開講 

       「ボランティア実践をとおして感じたこと」 

        ・小児外来での活動をとおして 講師：田場幸枝（病院ボランティア） 

        ・小児病棟での活動をとおして 講師：真栄城正美（病院ボランティア） 

８月１１日  第３期こども病院ボランティア養成講座５回目開講 

        まとめ ーこんなボランティアになりたいー に参加 

８月３０日  平成１９年第２回病院ボランティア運営委員会参加 

９月 ７日  １０日、１１日、１３日 ボランティア実習実施 

９月１４日  第３回ボランティア運営小委員会参加 

定例ミーティング 

９月２６日  浦添工業高校木工部からこども医療センターへ手作り玩具寄贈贈呈式参加                                           

９月２９日  第１回週末ボランティア（こども医療センター内の絵本カバーかけ） 

１０月 ４日  OCN テレビ取材 

１０月１２日 第４回ボランティア運営小委員会参加 

定例ミーティング 

１０月２３日 病院ボランティアオリエンテーション実施 

（於：こども医療センター・看護部主催） 

１０月２７日 第２回週末ボランティア活動（こども医療センター内の絵本カバーかけ） 

１１月２日  ボランティア実習実施（こども医療センター） 

１１月５日  院内インフルエンザ予防接種開始 

１１月９日  第５回ボランティア運営小委員会参加 

定例ミーティング 

１１月２４日 第４期ボランティア養成講座講演 

１１月２５日 第３回週末ボランティア活動（こども医療センター内の絵本カバーかけ） 

１１月３０日 ボランティアゆんたく会（忘年会） 

１２月８日 第４期ボランティア養成講座講師 外来・佐久本さん 病棟・米須さん 

１２月１３日 第６回ボランティア運営小委員会参加 

       定例ミーティング 

１２月１３日 クリスマス会用プレゼント袋詰め作業ボランティア 



１２月２０日 こども医療センター病棟クリスマス会参加ボランティア手作りプレゼント配布 

１２月２５日 こども医療センター外来 クリスマス会 開催 

１２月２８日 外来ツリー片付け 

 

平成 20 年 
 １月９日 病棟餅つき会参加 

1 月 15 日-18 日,24 日  

第 4 期生のボランティア実習実施（於：こども医療センター） 

1 月２０日 第 3 回週末ボランティア(絵本カバーかけ) 

1 月２４日 第 7 回ボランティア小委員会開催 

定例ミーティング 

2 月 4 日 病院オリエンテーション・ボランティア実習 

2 月 15 日 こども医療センター・小児病棟への雪のプレゼント協力参加 

2 月 24 日 第 5 回週末ボランティア（絵本カバーかけ作業） 

2 月 26 日 ボランティア実習 

 ３月 20 日 盲導犬協会イベント協力参加 

３月 27 日 定例ミーティング 

3 月 28 日 ボランティア感謝の会（院長主催） 

 

 

＜課題＞ 
・病院とわらびの会間で、ボランティア活動規約・規定、心得、理念等の統一 

・病院におけるボランティアの位置づけの明瞭化 

・ボランティアのモチベーションの維持・向上 

・医療スタッフとのコミュニケーション・情報の共有 

 

            

こども医療センター ボランティア世話人 

上運天逸子・真栄城正美 



  

********** わらびの会  活動 *********** 

（2007.9.1～2008.9.30） 

 

２００７年（平成１９年） 

 ９月 １日 ファミリーハウスワーキンググループ会議 

        ハウス実施設計への要望、運営に関する規約等作成 

 ９月 ３日 第３期生 病院ボランティアオリエンテーション実施（於：こども医療センター） 

 ９月 ８日 わらびの会第２６回運営委員会 

 ９月１０日、１１日、１３日 第３期生ボランティア実習実施(於：こども医療センター) 

 ９月１４日 第３回ボランティア運営小委員会参加（事務局：須田） 

 ９月１９日 ファミリーハウスワーキンググループ会議 （運営に関する資料作成作業） 

 ９月２８日 那覇市 NPO 活動支援センターとテレビ取材の打ち合わせ 

 ９月２９日 ファミリーハウスワーキンググループ会議 （運営規約について検討） 

 ９月３０日 機関誌「わらびの会だより２号」発行 

 ９月３０日 ボランティア運営委員会（第２回）参加 

１０月 ４日 伊藤忠記念財団「病院施設子ども読書支援」助成金応募に対するヒアリング実施 

１０月 ４日 OCN 取材（病院ボランティア活動）10/18 放映される 

１０月１２日 第４回ボランティア運営小委員会参加（事務局：須田） 

１０月１３日 わらびの会第２７回運営委員会 

１０月２３日 沖縄電力（株）との打ち合わせ会（工事進捗説明） 

１０月２９日 宮城県立こども病院、マクドナルド・ハウスせんだい見学（儀間） 

１１月 ２日 ボランティア実習実施（こども医療センター） 

１１月 ６日 県福祉保健部健康増進課山城副参事とハウス運営等打合わせ 

１１月 ９日 第５回ボランティア運営小委員会参加 

１１月１０日 わらびの会第２８回運営委員会 

１１月２４日 第４期こども病院ボランティア養成講座 １日目開講 

          講座１：「病院ボランティアとは？」「看護の立場、兄弟姉妹の支援から」 

            講師：藤村真弓（茨城キリスト教大学看護学部教授） 

          講座２：「ボランティアに必要なマナー」講師：下地則子（ﾌﾘｰｱﾅｳﾝｻｰ） 

               「親の立場から感じたこと」講師：城間米子（訪問教育親の会代表） 

１１月２７日 第１回ファミリーハウス運営に関する４者（県・沖縄電力・保健医療福 

        祉事業団・わらびの会）打ち合わせ会 

１１月３０日 病院ボランティアゆんたく会 



  

２００７年（平成１９年） 

１２月 ８日  第４期こども病院ボランティア養成講座 ２日目開講 

          講座３：「私たちが望むボランティア」講師：百名伸之（県立南部医療センター・ 

           こども医療センター 小児科医）、佐次田安子（小児ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）                 

          講座４：「ボランティア実践をとおして感じたことー小児外来での活動をとおして」 

             講師：佐久本貞子（病院ボランティア） 

               「ボランティア実践をとおして感じたことー小児外来での活動をとおして」 

             講師：米須淳子（病院ボランティア） 

          講座５：まとめ（講座受講者全員による討論） 

１２月１３日 第６回ボランティア運営小委員会参加（事務局：須田） 

１２月１５日 わらびの会第２９回運営委員会 

１２月１８日 第２回ファミリーハウス運営に関する４者打ち合わせ会 

１２月２５日 保健医療福祉事業団と打ち合わせ 

１２月２５日 伊藤忠記念財団「病院施設子ども読書支援」助成金採択される 

２００８年（平成２０年） 

 １月１２日 わらびの会第３０回運営委員会 

 １月１５日－１８日、２４日 第４期生のボランティア実習実施（於：こども医療センター） 

 １月２４日 第７回ボランティア小委員会開催（事務局：須田） 

 １月２８日－２月１日 ＮＰＯパネル展への出展（沖縄県庁 １Ｆロビー） 

 １月３１日 NPO と行政の協働について事例発表（事務局：儀間） 

 ２月 ２日 ファミリーハウス工事現場見学会 

 ２月 ４日 わらびの会臨時運営委員会（第３０回） （ハウス運営委託について） 

 ２月 ４日 病院オリエンテーション・ボランティア実習 

 ２月 ８日 こども医療センター「こころの診療科」土岐先生との懇談 

 ２月１５日 こども医療センター・小児病棟への雪のプレゼント（ボランティア協力） 

 ２月１９日 第２回ファミリーハウス運営に関する４者打ち合わせ会 

 ２月２３日 認定特定非営利活動法人ぶどうのいえ堀内昭理事長と懇談会 （９人参加） 

 ２月２６日 第４期生 ボランティア実習 

 ２月２８日 ファミリーハウスの名称決定「ファミリーハウス「がじゅまるの家」」 

 ３月 ６日 特定非営利活動法人ファミリーハウス植田洋子事務局長との懇談会（７人参加） 

 ３月 ８日 ファミリーハウスマネージャー応募者面接 

 ３月１４日 ボランティアコーディネータースキルアップ講座受講（４名） 

 ３月１５日 わらびの会第３２回運営委員会 

 ３月２０日 盲導犬と遊ぼうイベントへ参加協力 

 ３月２２日－２５日 ファミリーハウスマネージャー研修（東京）森江・須田 



  

２００８年（平成２０年） 

３月２７日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」落成式 

３月２８日 安次嶺院長主催病院ボランティア感謝の会開催 

３月２９日 わらびの会第３３回運営委員会 

４月１１日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」スタッフ労働条件通知書交付式 

４月１６日 わらびの会第３４回運営委員会 

４月１９日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」ボランティア説明会開催 

４月２２日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」開所前ハウススタッフミーティング 

４月２８日、３０日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」大掃除 

５月 ２日 小杉紘南氏（読売書法展幹事・書家）よりハウスへ扁額寄贈 

５月 ９日 保健医療福祉事業団とハウス運営について打ち合わせ会 

５月１３日 第１回わらびの会ハウス会議（ハウスオープンに向けて） 

５月１７日 わらびの会第３５回運営委員会 

５月２４日 わらびの会理事会・第４回総会 

５月２４日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」にて試泊（１２人） 

５月３０日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」開所式 

６月 １日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」開所（東京、宮古、名護３家族利用） 

６月１０日 第 5 期病院ボランティア養成講座打ち合わせ 

６月１３日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」第１回スタッフミーティング 

６月１９日 平成２０年度第１回ボランティア運営委員会参加（事務局：儀間） 

６月２１日 わらびの会第３６回運営委員会開催 

６月２６日 Ｈ２０年度第１回ボランティア小委員会参加（事務局：須田） 

６月３０日 拡大読書器（伊藤忠記念財団助成による）を県立南部医療センター・ 

       こども医療センター眼科に設置（視覚障がい児への利用） 

７月 ２日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」ハウススタッフミーティング（臨時） 

７月 ５日 病院ボランティア 2 周年記念 ゆんたく会 

７月 ９日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」第２回ハウススタッフミーティング 

7 月１５日 沖縄タイムス新聞取材(フードバンク沖縄からの食材提供) 

７月１９日 わらびの会第３７回運営委員会 

７月２１日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」ハウススタッフミーティング（臨時） 

７月２４日 Ｈ２０年度第２回ボランティア小委員会参加（事務局：須田） 



  

２００８年（平成２０年） 

８月 ２日  第５期こども病院ボランティア養成講座 1 日目開講 

        講座１：「病院オリエンテーションと施設見学・私たちが望むボランティア-1-」 

          講師：嘉手苅常（県立こども医療センター小児ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

        講座２：「ボランティア活動内容、心得、理念」講師：上運天逸子（小児ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ世話人） 

             「ボランティア実践をとおして感じたことー小児外来での活動をとおして」 

           講師：上江洲政枝（小児ボランティア） 

         「ボランティア実践をとおして感じたことー小児病棟での活動をとおして」 

             講師：貝阿弥ひとみ（病院ボランティア） 

         講座３：「ボランティアに必要なマナー」講師：下地則子（フリーアナウンサー） 

            「親の立場から感じたこと」講師：川上由美子（梅っこクラブ） 

８月 ９日  第５期こども病院ボランティア養成講座 2 日目開講 

         講座４：「病院ボランティアとは」「看護の立場、兄弟姉妹の支援から」 

           講師：藤村真弓（茨城キリスト教大学看護学部教授） 

         講座５：「私たちが望むボランティア-1-」 

講師：百名伸之（県立南部医療センター・こども医療センター小児科医） 

         講座６：まとめ（講座受講者全員による討論） 

８月 ８日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」第３回ハウススタッフミーティング 

８月１９日 第２回わらびの会ハウス会議 

８月２０日、２１日、２２日 第５期生ボランティア実習（於：こども医療センター） 

８月２３日 わらびの会第３８回運営委員会 

８月２８日 Ｈ２０年度第３回ボランティア小委員会参加（事務局：須田） 

９月 ３日 ファミリーハウス利用開始３ヶ月経過して保健医療福祉事業団の話し合い 

９月１２日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」第４回ハウススタッフミーティング 

９月２０日 わらびの会第３９回運営委員会 

９月２５日 Ｈ２０年度第４回ボランティア小委員会参加（事務局：須田） 

 



会員・賛助会員・ご寄付者 

（平成 19年 10 月～平成 20 年 9月） 

 

【正会員 団体】 

全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部 

人工呼吸器をつけた子の親の会「バクバクの会」沖縄支部 

沖縄県重症心身障害（児）者を守る会沖縄療育園父母の会 

沖縄県聴覚障害児を持つ親の会 

沖縄小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」 

沖縄ＬＤ児・者親の会「はばたき」 

沖縄小児発達センター父母の会 

沖縄県肢体不自由児者父母の会連合会 

沖縄自閉症児者親の会「まいわーるど」 

沖縄県訪問教育親の会 

(財)日本ダウン症協会沖縄県支部 

(社)日本てんかん協会沖縄県支部「波の会」 

骨形成不全友の会 

視覚障害児をもつ親の会 

(財)がんの子どもを守る会沖縄支部「のぞみ財団」 

梅っこクラブ(排尿･排泄に問題を抱える子どもと親の会） 

 

【正会員 個人】 

親川  武司 上運天 逸子 儀間 小夜子 尚  弘 子 

末吉  方子 須田  智子 空田  仁則 空田  祐子 

田頭  妙子 玉城  盛松 玉城 よし子 當山  幸光 

西江  悦子 比嘉 美奈子 真栄城 正美 真栄田 篤彦 

宮城  稲子 宮城  雅也 森江 奈美子 屋比久 末弘 

 

【賛助会員 団体】 

 池城こども医院 

 医療法人あかり会 いしはら小児科 

 株式会社 許田商会 

 医療法人ながんみ会 ながみね小児科 

 まちなと小児クリニック 

 医療法人 ゆうりな かおる小児科 

 

【賛助会員 個人】 

上地  安郁 落合  靖男 加藤  鉄夫 酒井  一彦 

須田 彰一郎 城 間  昇 富原  靖博 仲里  利信 

西平  守孝 真境名 英子 與座  初美  

 

※敬称略 



【寄付者 個人】 

安次嶺  馨 安藤  美和 石川ユキ子（匿名） 石原  龍治 

石原  珠美 落合  靖男 儀間 小夜子 國吉  眞隆 

斎藤  豊彦 佐久本 貞子 城 間  昇 瑞慶覧春江 

空 田 仁 則 田頭  妙子 田場  幸枝 田村  康夫 

渡具知 武宏 長田 由美子 平岡  奈々 藤村  真弓 

辺戸名 厚子 匿名希望   

 

【寄付者 団体】 

ネットワークこころ、こどもの病院環境＆プレイセラピーネットワーク 

心臓病の子供を守る会福島県支部、NPO法人ぶどうのいえ 

 

【寄贈者 個人：病院内プレイルーム消耗品等】 

礒本  真澄 板谷  静香 岩田  磨紀 川窪  奈々 

小池  和代 斎藤  美潮 茂野 美由紀 高橋   順 

津吉  正行 桃原  智子 鳥羽  恵美 町中 那緒子 

銘苅  健二 矢部  臣子   

 

【寄贈者 団体：病院内プレイルーム消耗品等】 

アスクル㈱、 ＭｏｚａｎｉｔＷｏｒｋｓ Co. Ltd.  

(株)アクタスキッズ事業部（自由が丘店、代官山店） 

 

【寄贈者 個人：ファミリーハウス「がじゅまるの家」物品等】 

有村  晃治  大城  美江  貝阿弥 ひとみ  片倉  政人 

上運天 逸子  喜屋武  修  金城 佐和子  金城 由美子 

後藤  亜樹  小杉  紘南  佐久本 貞子  島袋 里衣子 

新里  吉弘  空田  仁則  空田  祐子  田場  幸枝 

 玉城  盛松  當山  幸光   渡具知 順子  仲宗根  厚 

 仲 村  操   西江  悦子  比嘉 美奈子  藤田  賢人 

 真栄城 正美  真栄田 篤彦  又吉  優子 松 本  淳  

宮城  稲子   南  典 代  守田  智宏  與那覇 彰子 

 匿名希望      

    

【寄贈者 団体：ファミリーハウス「がじゅまるの家」物品等】 

石川文明堂㈱、㈱大川家具、㈱沖縄電力、沖縄タオル、花王㈱、(財)がんの子供を守 

る会東京本部、㈱許田商会、㈱翔コピー、全国手話通訳問題研究会沖縄支部 

大和ハウス工業㈱、フードバンク沖縄、NPO ファミリーハウス(東京) 

 

ご支援、ご協力に心より感謝申し上げます。 

※敬称略 



  〈わらびの会 ボランティアの心得〉 

 

理念 

ボランティアはその病児と家族の支援をともに行うパートナーであり、 

より豊かで安らぎのある療養生活を支えるものである 

 

心構え 

・ 明るく平等に患者さんに接し、特別に親しい人を作らないようにしましょう。 

・ ボランティア活動とは、義務と責任が伴うものであると言うことを自覚しましょう。 

態度 

・ 患者さんやその家族には相手を思いやる温かい心で接しましょう。 

・ 落ち着いて礼儀正しく接しましょう。 

・ 言葉は丁寧にやさしく、挨拶することを心がけましょう。 

服装 

・ 清潔な動きやすい服に、決められたエプロンを着用し身分証を付けましょう。 

・ 爪は短く、清楚な身だしなみを心がけましょう。 

・ 靴は音のしないかかとの低い活動しやすいものを履きましょう。 

・ 髪は清潔にし、きちんとまとめましょう。 

健康管理 

・ 活動当日及び活動中、体調不良になったら速やかにボランティアコーディネーターか

看護師長に連絡しましょう。 

・ 活動前後に必ず手を洗いうがいなどを励行し、自分自身の健康に充分注意しましょう。 

活動にあたって 

・ 活動を約束した曜日、時間は必ず守るように努力し、やむを得ず休む場合はコーディ

ネーターか看護師長に連絡しましょう。 

・ 事前に病院のレイアウト、ボランティア規約、心得、マニュアルなどを把握しておき

ましょう。 

・ 活動中見聞きしたことは、外へ漏らさないようにしましょう。（守秘義務） 

・ 患者さん及び家族から、病状や診断などの医療に関わることについて尋ねられたとき

は、医療スタッフにその旨を伝え、答えることを控えましょう。 

・ 患者さんの病状記録を読んだり、診断、治療などに意見をはさんだり、患者さんの病

状などに対して、個人的な関心を持つことはやめましょう。 

・ 思想的、宗教的、政治的活動は一切行わないようにしましょう。 

・ 親切心からの商品の紹介、売買はやめましょう。 

・ 病院職員の仕事や責任体制についてよく理解し、患者さんやその家族の前で職員の批

判はしないようにしましょう。 

・ 患者さん、その家族から物品、食べ物など頂かないようにしましょう。 

・ 原則として貴重品は最小限にして、持ってこないようにしましょう。 

 





【１】こども病院ボランティアの養成と支援事業
病児とその家族に温かい雰囲気を持って接する責任あるボランティア育成の
ための「こども病院ボランティア養成講座」を毎年開講しています。受講者に
は、5回の講座を受講していただいた後、病院オリエンテーションとボランティ
ア実習を経て、実際の活動に参加してもらっています。

ボランティア活動は、県立南部医療センター・こども医療センターにおいて

平日9時～16時 小児外来での案内、こどもへの絵本読み聞かせ、遊び相手、
赤ちゃん抱っこ（トイレ、売店、会計のときなど）、患児のきょうだい一時預かり
等をしています。また小児病棟での活動や、病院のイベント（夏祭り、クリスマ
ス会等）への協力もしています。現在までに第1期～第4期までの養成講座を
開講し、約２００名の方が受講し、67名がボランティア登録をしました。しかし
ながら、実際の活動者数は、それよりも少なく、ボランティアの数は、まだまだ
不足しています。今後も養成及び支援を行っていきます。

NPO法人こども医療支援わらびの会は、沖縄のこども達が安心して十分な医療を受けられるよう、
病児やその家族の支援に関する事業を行い、こどもの健全な育成と医療福祉向上に寄与することを
目的として平成17年８月に設立いたしました。主な事業として、こども病院ボランティアの養成と活動
支援、及びファミリーハウス（患児家族のための滞在施設）の建設要請・運営支援を行っています。

●設立までのあゆみ ～ 現在に至るまで
1996.5 全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部がこども病院設立運動に立ち上がる
1996.9 こども病院設立要請の署名43,474名分を県へ提出
1997.2 こども病院設立要請のため小泉純一郎厚生大臣、稲垣沖縄開発庁長官訪問
1997.4 「母子総合医療センター設立推進協議会」発足（わらびの会前身団体）
1997.7 第1回シンポジウム「なぜ、沖縄県に母子総合医療センターが必要か」開催
1999.5 第2回シンポジウム「沖縄県にどのような母子総合医療センターが必要か」開催
2000.9 署名190,916名と請願書（こども病院早期設立を要請する）を稲嶺県知事へ提出
2000.9 第3回シンポジウム「どうしたらできる沖縄こども病院」開催
2001.5 県知事へ要請「母子総合医療センター（こども病院）建設に関する要請」
2003.6 第4回シンポジウム「これからのこども病院ボランティア－患児・家族を支えるもの

－」開催
2005.5 第1期「こども病院ボランティア養成講座」開講 (110名受講）
2005.6 特定非営利活動(ＮＰＯ）法人設立認証書受領（沖縄県指令文第401号）
2005.8 特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会設立
2006.4 「沖縄県立南部医療センター・こども医療センター」開院(ボランティア活動開始）
2006.5 ファミリーハウス建設・運営について県へ要請
2006.6 こども医療センターにてボランティア活動本格開始
2006.10 第2期「こども病院ボランティア養成講座」開講 (38名受講）
2007.4 ファミリーハウスの建設に関して仲里全輝県副知事表敬訪問
2007.7 こども病院推進フォーラム「こども病院と病院ボランティア」開催
2007.7 第3期「こども病院ボランティア養成講座」開講 (13名受講）
2007.8 ファミリーハウス着工(地鎮祭に理事長出席）
2007.11 第4期「こども病院ボランティア養成講座」開講 (35名受講）

◆構成団体◆

・全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

・人口呼吸器をつけた子の親の会（バクバクの会沖縄支部）

・沖縄県重症心身障害（児）者を守る会沖縄療育園父母の会

・沖縄県聴覚障害児を持つ親の会

・沖縄小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」

・沖縄県ＬＤ児・者親の会「はばたき」

・沖縄小児発達センター父母の会

・沖縄県肢体不自由児者父母の会連合会

・沖縄自閉症児者親の会

・沖縄県訪問教育親の会

・（財）日本ダウン症協会沖縄県支部

・（社）日本てんかん協会沖縄県支部

・骨形成不全友の会

・視覚障害児をもつ親の会

・財団法人がんの子どもを守る会沖縄支部「のぞみ」

・梅っこクラブ(排尿・排泄に問題をかかえる子どもと親の会）

主な事業内容

【2】ファミリーハウス支援事業
待望のファミリーハウスが、こども医療センターの近くに2008年2月末に、いよ
いよ完成します。ファミリーハウスは、離島や遠隔地から治療や手術のために
県立南部医療センター・こども医療センター等に通院・入院する患児・家族に
安心・安全・安価で滞在してもらうための施設です。わらびの会では、これまで
県に対してファミリーハウス建設・運営に関する要請を行ってきました。また他
都道府県のファミリーハウスを視察し、利用者の声を聞き、それが反映される
ように基本設計への要望をしてきました。完成後は、利用者の立場に立った
ファミリーハウスの運営に関する支援を行っていきます。

第4期こども病院ボランティア養成講座 小児外来プレイルームにて（クリスマス） ボランティア作成による壁紙

2007年8月17日 地鎮祭 2007年8月18日 琉球新報

【3】そのほか
◆定例会議：月に1回土曜日の夜に運営委員会を開催し、こども医療支援の
ために、わらびの会にできることを協議しています。

◆勉強会：ピアカウンセリング講習、病院ボランティアステップアップ研修等を

行って支援活動の実践に役立てています。

◆広報活動：機関誌「わらびの会だより」発行（年1回）、ボランティア活動報告
誌「ボランティアだより」発行(不定期)、ＴV、新聞等を通じ広報活動をしてい
ます。

会のあゆみ

ＮＰＯ法人こども医療支援わらびの会

〒903-0804 那覇市首里石嶺町4-373-1 沖縄県総合福祉センター内２Ｆ

電話＆ＦＡＸ：098-887-1420 Ｅ-mail: info@warabinokai.org    http://www.warabinokai.org

「もしも、沖縄にこども病院があれば、県内で手術を受けることが
できるのに・・・」という難病をかかえる保護者たちの切実な願いから
はじまりました。その想いが、行動を起こし、10年以上の歳月を経て
県立南部医療センター・こども医療センターの開院を実現させました。
想いを形にしてきた任意団体を発展解消し、小児医療福祉の向上を目的とて、
平成17年に“ＮＰＯ法人こども医療支援わらびの会”が誕生しました。

会のあゆみ



 

主 旨 
  待望のこども病院「県立南部医療センター・こども医療センター」が開院し一年余が経過しました。

現在、病院の小児外来、病棟にてボランティアが活動しています。病院に通院、入院するこどもた

ちと、その家族に対して暖かな雰囲気を持って支援活動をする責任あるボランティアを養成する事

を目的としています。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。   

概 要  
 

開催日時：平成 19 年 11 月 24 日（土）、平成 19 年 12 月 8 日（土）13 時～17 時（2 日間）    

開催会場：県立南部医療センター・こども医療センター 2 階講堂（南風原町字新川 118-１在） 

主  催：NPO 法人こども医療支援わらびの会  

対 象 者：病院ボランティアを希望する方 

募集人数：50 名（ただし、２日間とも出席できる方）          

受 講 料：5,000 円（学生は半額。振り込み手数料ご負担お願いします）  

     振 込 先･･･琉球銀行本店 口座番号 164－461 普通預金 

     口 座 名･･･こども医療支援わらびの会  

申込み方法：別紙申込書又はハガキかメール、FAX で必要事項（氏名・年令、職業、住所・電話・FAX・ 

      email 、応募の動機、ボランティア経験の有無）を記入し下記宛お送り下さい。 

申込み〆切：平成 19 年 11 月 9 日（金曜日）必着 

養成講座スケジュール 

１ 
11 月 24 日（土） 

13：00〜15：00 

・ 病院ボランティアとは？ 

・ 看護の立場、兄弟姉妹の支援から 

・ 藤村真弓（茨城キリスト教大学看護学部教授） 

２ 
11 月 24 日（土） 

15：10〜17：00 

・ ボランティアに必要なマナー 

・ 親の立場から感じたこと 

・ 下地則子（フリーアナウンサー）  

・ 城間米子（訪問教育親の会代表）  

３ 

12 月 8 日（土） 

13：00〜15：00 

・ 私たちが望むボランティア 

  

 

・ 百名伸之 （県立南部医療センター・こども医

療センター 小児科医）  

・ 佐次田安子（小児ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）                 

４ 

12 月 8 日（土） 

15：10〜16：00 

 

 

・ ボランティア実践をとおして感じたこと： 

小児外来での活動をとおして 

・ ボランティア実践をとおして感じたこと： 

   小児病棟での活動をとおして 

・ 佐久本貞子（小児外来ボランティア） 

 

・ 米須淳子（小児病棟ボランティア） 

 

５ 
12 月 8 日（土） 

16：10〜17：00 

・ まとめ 

－こんなボランティアになりたいー 

・ 講座受講者全員による討論 

６ 
日時未定 

 (講座終了後) 

・オリエンテーション 

・ボランティア実習 

・看護部 

・ボランティア世話人 

申込み問合せ先    NPO 法人こども医療支援わらびの会事務局 

〒903－0804 那覇市首里石嶺町 4 丁目 373－1 沖縄県総合福祉センター内 西棟 2 階 

TE＆FAX：098－887－1420 E-mail:info@ warabinokai.org   http://www.warabinokai.org 



 
主 旨 

  待望のこども病院「県立南部医療センター・こども医療センター」が開院し二年余が経過しました。
現在、病院の小児外来、病棟にてボランティアが活動しています。病院に通院、入院するこどもた
ちと、その家族に対して暖かな雰囲気を持って支援活動をする責任あるボランティアを養成する事
を目的としています。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。   

概 要  
 

開催日時：平成 20 年 8 月 2 日（土）10 時～16 時、8 月 9 日（土）13 時～17 時（2 日間）    

開催会場：県立南部医療センター・こども医療センター 2 階講堂（南風原町字新川 118-１） 

主  催：NPO 法人こども医療支援わらびの会  

後  援：県立南部医療センター・こども医療センター 

対 象 者：病院ボランティアを希望する方 

募集人数：50 名（ただし、２日間とも出席できる方）          

受 講 料：5,000 円（学生は半額。振込み手数料のご負担お願いします）  

     振 込 先･･･琉球銀行本店 口座番号 164－461 普通預金 

     口 座 名･･･こども医療支援わらびの会  

申込み方法：別紙申込書又はハガキかメール、FAX で必要事項（氏名・年令、職業、住所・電話・FAX・ 

      email 、応募の動機、ボランティア経験の有無）を記入し下記宛お送り下さい。 

申込み〆切：平成 20 年 7 月 25 日（金曜日）必着 

養成講座スケジュール 

１ 
8 月 2 日（土） 

10：00～12：00 

・ 病院オリエンテーションと施設見学 

・ 私たちが望むボランティア -１- 

・嘉手苅 常（県立こども医療センター・小児ボラ

ンティアコーディネーター） 

 

２ 

8 月 2 日（土） 

13：00～14：00 

・ ボランティア活動内容、心得、理念 

・ ボランティア実践をとおして感じたこと： 

①小児外来での活動をとおして 

   ②小児病棟での活動をとおして 

・ 上運天逸子（小児ボランティア世話人） 

 

・ 上江洲正枝（小児外来ボランティア） 

・ 貝阿弥ひとみ（小児病棟ボランティア） 

３ 8 月 2 日（土） 

14：10～16：00 

・ボランティアに必要なマナー 

・親の立場から感じたこと 

・下地則子（フリーアナウンサー）  

・川上由美子（梅っこクラブ） 

４ 
8 月 9 日（土） 

13：00～14：30 

・病院ボランティアとは？ 

・看護の立場、兄弟姉妹の支援から 

・藤村真弓（茨城キリスト教大学看護部教授） 

５ 
8 月 9 日（土） 

14：40～15：40 

・私たちが望むボランティア -２- ・百名伸之 （県立南部医療センター・こども医療

センター 小児科医）  

６ 
8 月 9 日（土） 

15:50〜17：00 

・ まとめ 

－こんなボランティアになりたいー 

・ 講座受講者全員による討論 

 
8 月 20 日～22 日 

14：00-17：00 

・ボランティア実習 

※8/20（水）、２１(木)、22(金)のうちいずれか１日 

・看護部 

・先輩ボランティア 

申込み問合せ先    NPO 法人こども医療支援わらびの会事務局 

〒903－0804 那覇市首里石嶺町 4 丁目 373－1 沖縄県総合福祉センター内 西棟 2 階 

TE＆FAX：098－887－1420 E-mail:info@ warabinokai.org   http://www.warabinokai.org 

8/2 の昼食は各自で用意して

ください。売店、食堂も利用

できます 



 
《 資  料 》 

 
 

 
 
 
 

 新 聞 記 事 

















【申込先】NPO 法人こども医療支援わらびの会 事務局 

〒903-0804 那覇市首里石嶺町４丁目３７３−１ 沖縄県総合福祉センター西棟２Ｆ 

電話＆ファックス：０９８－８８７－１４２０ 
 

賛助会員入会・ご寄付のお願い 

 ＮＰＯ法人こども医療支援わらびの会は、病院ボランティアの養成及びボランティア活動、

病児とその家族のための滞在施設ファミリーハウス「がじゅまるの家」の受託運営事業を通

して、こども医療への支援を行っています。これらの活動経費は、主に当会にご賛同いただ

いた方々からの会費とご寄付により賄われています。今後も、病児とその家族への支援活動

を継続していけるよう、皆様からのご支援ご協力をお願いいたします。 

★ 賛助会員（当会の会誌、活動報告書等お送りします。） 

        個人会員：５，０００円/年  団体会員１０，０００円/年 

      ★ ご寄付  

 

 お手数ですが、下記申込書をご送付（郵送又はファックス）下さり、次のいずれかの口座

へお振り込みをお願いします。恐縮ですが、振込手数料は各自ご負担願います。 

  ●郵便振替 （払込取扱票をご利用ください） 

     口座番号：01720-5-84825 

     加入者名：特定非営利活動法人こども医療支援わらびの会 

     通信欄に、ご支援の内容（「賛助会費」または「寄付」）の明記をお願いします。 

  ●琉球銀行本店 普通預金 口座番号：164461 

  ●沖縄銀行本店 普通預金 口座番号：2248645 

     口座名義：こども医療支援わらびの会 （銀行口座名義は２行とも同じです。） 

 

 

     賛助会員入会・寄付申込書 

 
□賛助会員入会（個人） □賛助会員入会（団体） □（寄付）       円 

     
      ﾌﾘｶﾞﾅ 

      氏名                                  
      ﾌﾘｶﾞﾅ 

      団体名                      
      住所（〒      ）    
   
                                                                  

 
電話              FAX                       



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

**************************************************************************************** 

編集後記 

今年３月、待望のファミリーハウス「がじゅまるの家」が、沖縄電力グループ｢百添会｣の１０周

年記念事業として建設され県へ贈呈、6 月には無事、開所致しました。開所 4 ヶ月目を迎え、県内

外遠方の方々に利用頂き喜ばれています。予想外の課題も多く出ていますが、ハウススタッフが力

を合わせて一つ一つ解決に向けて取り組んでおります。 

病院ボランティア事業は３年目を迎え、ボランティア養成講座も第 5 期講座を終了し、これまで

講座を修了した多くの方がボランティアとして外来・病棟で活動しています。活動は外来・入院家

族、病院スタッフへの認知度も上がりつつあり、課題も少しずつ改善してきております。 

 今般、わらびの会だより第３号を発行するにあたり、福祉に携わることの難しさを痛感し、わら

びの会構成団体･会員としてその責任を強く感じつつ、これからも県民の福祉に献身的に貢献して 

いく所存です。「わらびの会だより第 3 号」を手にとられた皆様が、今後とも当会活動にご理解とご

協力を下さいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 発刊に際して原稿をお寄せいただいた皆様、ご協力に感謝申し上げます。  

 

わらびの会だより３号編集委員 川上由美子 

**************************************************************************************** 


